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本マニュアルで使用されている注記および注意事項

• 注 ： これら注記では重要なヒン ト、 指針、 アドバイスが提供されます。

• 重要事項 ： これらの注記では、 不便または問題状況を回避するために役立つ重要な
情報またはアドバイスが提供されます。

• 注意 ： これらの注記は、 プログラム、 デバイスまたはデータに損傷が生じる可能性
を示します。
「注意」 注記は、 損傷が生じる可能性がある指示または状況の直前に記載されてい
ます。

• 注意 ： これらの注意事項は、 危険の可能性がある状況を示しています。 「注意」 状況
は、 危険の可能性がある手順または状況の説明直前に記載されています。

• 危険 ： これらの注意事項は、 致命的な危険の可能性または非常に危険性が高い状況
を示しています。 「危険」 注意事項は、 致命的な危険の可能性または非常に危険性が
高い手順または状況の説明直前に記載されています。

重要事項 ：

本文書内の注意および危険に関する記述文には、 段落の最初に番号が付けられています。
この番号は、 「IBM Safety Information」 冊子内の注意または危険についての記述文の英語

版と翻訳版を相互参照する際に使用します。

例えば、 注意記述文が番号 1 で始まっている場合は、 「IBM Safety Information」 冊子に記

述 1 と して対応する注意記述文の翻訳文が記載されます。

本文書に含まれる注意および危険に関する記述内容すべてを熟読してから、 記載された指
示内容を実行してください。 サーバーまたはオプシ ョ ン装置に安全に関する注意事項情報
が添付されている場合は、 装置をインス トールする前に、 それらも熟読してください。

騒音レベル測定

本アプライアンスの測定騒音レベルは 44.7 dB(A) です。

Die arbeitsplatzbezogene Geräuschemission des Gerätes beträgt 44,7 dB(A).

 



記述 1

危険

記述 8:

注意 ：

絶対に、 以下のラベルが付いている電源または部品にかけてあるカバーを外さないで
ください。

このラベルが付いているコンポーネン トの内部には危険なレベルの電圧、 電流、 エネ
ルギーが存在します。 これらのコンポーネン ト内に修理可能な部品はありません。 そ
れらの部品のいずれかに問題があると思われる場合は、 サービス技術者に連絡して く
ださい。

電源、 電話、 通信ケーブルからの電流は危険です。

電気シ ョ ッ クを受ける危険を避けるために ：

• ï 落雷中は、 ケーブルの接続、 接続解除、 さらに本製品の設置、 メンテナン

ス、 または再設定を行わないこと。

• ï 電源コードはすべて、正し く配線、接地処理された電源コンセン トに接続す

ること。

• ï 本製品に取り付ける機器は、正し く配線されたコンセン トに適切に接続する

こと。

• ï できるだけ、両手を使わず片手だけで信号ケーブルの接続、接続解除を行う

こと。

• ï 火災、 水害、 または構造的な損傷を受けた形跡が見られる場合には、 絶対に

機器のスイッチを入れないこと。

• ï 設置および設定手順に特定的な記載がない限り、装置のカバーを開ける前に

は、 取り付けられている電源コード、 通信システム、 ネッ トワーク、 および
モデムの接続を解除すること。

• ï 本製品または取り付けられている装置を設置したり、移動したり、 カバーを

開く ときには、 次表の記載に従ってケーブルの接続、 接続解除を行う こと。

接続するには ： 接続を解除するには ：

1. すべてをオフにする。 1. すべてをオフにする。

2. 最初に、 すべてのケーブルを装置に取り付

ける。

2. 最初に、 コンセン トから電源コードを取り

外す。

3. 信号ケーブルをコネクタに取り付ける。 3. 信号ケーブルをコネクタから取り外す。

4. 電源コードをコンセン トに取り付ける。 4. すべてのケーブルを装置から取り外す。

5. 装置のスイッチをオンにする。
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章

1
 製品概要
IBM® Local 2x8 Console Manager （LCM2） アプライアンスでは、 アナログのキーボード 、
ビデオ、 マウス （KVM） に関するスイッ チング・ テク ノ ロジーが最新のケーブル管理、
二人のユーザーによる同時アク セス、 さ らにユーザー・ インターフェイスの使用と 統合
されています。 LCM2 アプライアンスは、 主要なターゲッ ト ・ デバイス・ プラッ ト フォー
ムすべてをサポート する USB および PS/2® ポート を背面パネルに装備しています。

用語

以下の言葉が本書全体を通じて使用されています。

• アプライアンス  - 接続されているターゲッ ト ・ デバイスに KVM 接続性を提供する

機器。

• CO ケーブル - アプライアンスと ターゲッ ト ・ デバイスに取り 付けられると 、 バー

チャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンなどの追加機能を提供するコンバーショ ン（ 変換） オ
プショ ン・ ケーブル

• スイ ッチ ・ システム  - アプライアンス、 接続されているターゲッ ト ・ デバイスおよび

CO ケーブルからなる一組のセッ ト

• ターゲッ ト ・デバイス  - アプライアンスに取り付けられるサーバーやルーターなどの

機器

• ユーザー - アプライアンスのアナログ ・ ポートでの KVM 接続

• バーチャル・ メ ディ ア  - アプライアンスに取り付けるこ とができ、 アプライアンスに

接続されているどのターゲッ ト ・ デバイスでも使用可能になる USB メディア ・ デバ

イス

特性 ・ 特長

IBM グラフ ィカル ・ ユーザー ・ インターフェイス （GUI） 用の OSCAR® を介する画面上

管理機能によ り、 システム設定と ターゲッ ト ・ デバイスの選択が簡単に実行できます。

図 1.1: LCM2 アプライアンス
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インテリジェン ト ・ ケーブル

以下の変換オプシ ョ ン （CO） ケーブルをアプライアンスで使用するこ とができます。

• IBM 250 mm KVM 変換オプショ ン（ KCO） - PS/2 と VGA コネクター

• IBM 1.5 M KVM 変換オプショ ン（ KCO） - PS/2 と VGA コネクター

• IBM バーチャル ・ メディア変換オプシ ョ ン （KCO） - USB2 と VGA コネク ター、

バーチャル ・ メディア接続用に必要

• IBM USB 変換オプショ ン（ UCO） - USB と VGA コネクター

図 1.2: CO ケーブルの例

Cat5 ケーブル設計を採用したこれらのインテ リジェン ト CO ケーブルではケーブルの乱

雑状態が大幅に解消され、 また最適なデジタル表示解像度とビデオ設定が提供されます。
CO ケーブルの内蔵メモ リー機能によって、 個別のターゲッ ト ・ デバイス ID コードが各

接続デバイスに割り当てられ、 かつ保持されるので、 コンフ ィギュレーシ ョ ンがよ り簡
単に行えます。 この統合インテ リジェン ト機能によ り、 よ り高いセキュ リ ティ性能が得
られ、 ケーブルを操作してデバイスへ不正に侵入するよ う なアクセスを防止します。 CO
ケーブルはターゲッ ト ・ デバイスで直接オンにされるので、 アプライアンスのスイ ッチ
がオンになっていないと きにも、 Keep Alive 機能が働きます。

CO ケーブルによって、 アプライアンスに取り付けられているターゲッ ト ・ デバイスへ

の直接的 KVM 接続が可能になり ます。 各 LCM2 アプライアンスには CO ケーブル接続

用のアナログ ・ ラ ッ ク ・ インターフェイス （ARI） ポートが 8 個あ り ます。

LCM2 アプラ イアンスで作動するこ の CO ケーブルは、 PS/2 と USB ポート を有するデ

バイスに対応しています。 OSCAR イ ンターフェイスを CO ケーブルと 併用すると 、 異

なるプラ ッ ト フォーム間での切り替えが容易にできるよ うにな り ます。

バーチャル ・ メディア

LCM2 アプライアンスは、 VCO ケーブルに接続されている とバーチャル ・ メディアに対

応します。 バーチャル ・ メディア対応によ り、 USB メディア ・デバイスをアプライアン

スに接続し、 LCM2 に接続されているいずれのアプライアンスから もそれらのデバイス

を使用できるよ うにな り ます。 バーチャル ・ メディアでは、 ターゲッ ト ・ デバイス とア
プライアンスに接続されている USB メディア ・ デバイス との間でデータを移動できま

す。 オペレーティング ・ システムをインス トール、 アップグレード、 復元するこ とや、
BIOS コードの更新、 さ らに LCM2 アプライアンスのバーチャル ・ メディア機能を使用

してターゲッ ト ・ デバイスを USB ド ラ イブから起動したりできます。 ターゲッ ト ・ デバ

イスでバーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンを開くには、 はじめに VCO ケーブルを使用

してターゲッ ト ・ デバイスをアプライアンスに接続する必要があ り ます。

KCO ケーブル VCO または UCO ケーブル
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OSCAR グラフ ィ カル ・ ユーザー ・ インターフェイス

LCM2 アプライアンスは OSCAR インターフェイスを使用しており、 このインターフェ

イスには、 スイ ッチ ・ システムを設定し、 コンピューターの選択を行うためのメニュー
があ り ます。 個別の名前、 eID （電子 ID） またはポート番号別にターゲッ ト ・ デバイス

を一覧表示にできます。

セキュリテ ィ

OSCAR インターフェイスを使用してスク リーン ・ セーバー ・ パスワードでスイ ッチ ・ シ

ステムを保護します。 ユーザーが指定した時間が過ぎる と、 ス ク リーン ・ セーバー ・
モードが稼動します。 正しいパスワードが入力され、 スイ ッチ ・ システムが再起動され
るまで、 アクセスはできません。

作動モード

OSCAR ユーザー ・ インターフェイスでは、 LCM2 アプラアンスのシステムを管理するた

めに様々な作動モードが用意されています。 これらのモード （ブロードキャス ト 、 ス
キャン、 スイ ッチ、 キ ョ ウユウ） によ り スイ ッチの作動を管理します。 詳細については、

章 3 の 「基本操作」 （ 19 ページ） を参照して ください。

ビデオ

LCM2 アプライアンスは、 アナログの VGA、 SVG および XGA ビデオ用に最適な解像度

を提供します。 アプライアンス と ターゲッ ト ・ デバイスを隔てているケーブルの長さに
よ り ますが、 最大 1280 x 1024 の解像度での表示が可能です。

フラ ッシュ ・ アップグレード可能

ネッ ト ワーク ・ ポート を使用して LCM2 アプライアンスのアッ プグレード を随時行って、

常時最新のバージョ ンで稼動してく ださい。 詳細については、「 付録 A」（ 47 ページ） を

参照してく ださい。

テ ィア接続による拡張

LCM2 アプライアンスは Cat5 ケーブル 1 本のみを使用してアプライアンス間をティア接

続できるアナログ ・ コンソール ・ インターフェイス （ACI） ポート を特徴と します。 
LCM2 アプライアンスでは 3 つのレベルでのティア接続が可能です。 LCM2 アプライア

ンスの 3 つのレベルを利用して最大でターゲッ ト ・ デバイス 512 台を接続するこ とがで

きます。 詳細については、 「LCM2 アプライアンスのティア接続」 （ページ 12） を参照し

て ください。
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図 1.3: LCM2 アプライアンス設定の例

CO ケーブル

早期モデル ・ ア

プライアンス

（テ ィアド）

LCM2 アプライアンス

（テ ィアド）

ターゲッ ト ・ デバイスのラック

ローカル ・ ユーザー

クリテ ィ カル ・ ターゲッ ト ・ デバイス

LCM2 アプライアンス （主）

ローカル ・ ユーザー
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章

2
 インス トール
必要なアイテム

アプライアンスをインスト ールする前に、 必要なアイテムが全部揃っているこ と を確認
してく ださい。 下記のアイテムが LCM2 アプライアンスの同梱品と して含まれています：

• 電源コード

• シ リ アル ・ ケーブル （1 本）

• ラ ッ ク収納用金具

• マニュアル収録 CD

• ク イ ッ ク ・ インス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド

• 1-U フ ィ ラー ・ パネル

• ターミネーター （8 個）

アプライアンスに同梱のアイテムに加え、 接続されているターゲッ ト ・ デバイスまたは
アプライアンスにつき CO ケーブル （バーチャル ・ メディア、 KVM または USB） 一本

と Cat5 パッチ ・ ケーブル一本を用意する必要があ り ます。 アプライアンスをラ ッ クに収

納するためのプラスのド ラ イバーも必要になり ます。
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安全に関する注意事項

機器を安全に操作するために下記のガイ ド ラ インを遵守して ください。

記述 1

危険

電源、 電話、 通信ケーブルからの電流は危険です。

電気シ ョ ッ クを受ける危険を避けるために ：

• 落雷中は、 ケーブルの接続、 接続解除、 さらに本製品の設置、 メンテナン
ス、 または再設定を行わないこと。

• 電源コードはすべて、 正し く配線、 接地処理された電源コンセン トに接続す
ること。

• 本製品に取り付ける機器は、 正し く配線されたコンセン トに適切に接続する
こと。

• できるだけ、 両手を使わず片手だけで信号ケーブルの接続、 接続解除を行う
こと。

• 火災、 水害、 または構造的な損傷を受けた形跡が見られる場合には、 絶対に
機器のスイッチを入れないこと。

• 設置および設定手順に特定的な記載がない限り、 装置のカバーを開ける前に
は、 取り付けられている電源コード、 通信システム、 ネッ トワーク、 および
モデムの接続を解除すること。

• 本製品または取り付けられている装置を設置したり、 移動したり、 カバーを
開く ときには、 次表の記載に従ってケーブルの接続、 接続解除を行う こと。

接続するには ： 接続を解除するには ：

1. すべてをオフにする。 1. すべてをオフにする。

2. 最初に、 すべてのケーブルを装置に取り付

ける。

2. 最初に、 コンセン トから電源コードを取り

外す。

3. 信号ケーブルをコネクタに取り付ける。 3. 信号ケーブルをコネクタから取り外す。

4. 電源コードをコンセン トに取り付ける。 4. すべてのケーブルを装置から取り外す。

5. 装置のスイッチをオンにする。
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記述 8:

注意 ：

絶対に、 以下のラベルが付いている電源または部品にかけてあるカバーを外さないで
ください。

このラベルが付いているコンポーネン トの内部には危険なレベルの電圧、 電流、 エネ
ルギーが存在します。 これらのコンポーネン ト内に修理可能な部品はありません。 そ
れらの部品のいずれかに問題があると思われる場合は、 サービス技術者に連絡して く
ださい。

一般な指示

• サービス ・ マークを確認し、 その指示に従います。

• アプライアンスのマニュアルに記載されている以外の修理、 メンテナンス作業は行
わないでください。

• 電光マーク付きの三角形記号が付いているカバーを開く と、 感電の危険があ り ます。
これらの格納区画内の部品については、 訓練を受けたサービス技術者だけが修理を
行います。

• 本アプライアンスには修理可能な部品は含まれていません。 アプライアンスを開け
よ う と しないでください。

• 次のいずれかの状態が発生した場合は、 電源コンセン トからアプライアンスの電源
ケーブルを抜いて、 部品を交換するか、 認定サービス業者に問い合わせてください。

• 電源ケーブル、 延長コード、 またはコネク ターが破損した。

• 製品内部に物体が落ちてしまった。

• アプライアンスが浸水した。

• アプライアンスが落下したか、 または破損した。

• 操作手順に従ってもアプライアンスが正し く作動しない。

• アプライアンスは暖房器具や熱源から離して設置して ください。 また、 冷却用の通
気孔をふさがないでください。

• アプライアンス ・ コンポーネン トに食べ物や液体をこぼさないでください。 また、
湿潤環境ではアプライアンスを操作しないでください。 アプライアンスが浸水した
場合、 ト ラブルシューティング ・ ガイ ドの適用できる項を参照するか、 認定サービ
ス業者にお問い合わせください。

• 本アプライアンス との併用は、 認定されている機器のみと して ください。

• カバーを外す／内部コンポーネン トにアクセスする際は、 アプライアンスが常温に
戻ってから行ってください。
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• 必ず電気定格ラベルに記載の外部電源タイプを用いてアプライアンスを作動させて
ください。 電源タイプの要件がはっき り しない場合は、 認定サービス業者またはお
近くの電力会社にお問い合わせください。 

• モニターおよび接続機器の電気定格が現在の設置場所の電源に適合しているこ とを
確認して ください。 

• 必ず本アプライアンスに付属の電源ケーブルのみを使用して ください。 

• 感電を避けるため、 アプライアンスおよび周辺機器の電源ケーブルは、 正しい方法
でアース処理されたコンセン トに接続して ください。 これらの電源ケーブルは、 正
し くアースするために、 三本脚コネクターが使用されています。 アダプター ・ コネ
ク ターを使用したり、 アースピンをケーブルから取り外した り しないでください。

• 延長ケーブルおよびケーブルタ ップは定格に従って使用して ください。 電源ス ト
リ ップに接続されている製品全部の合計定格アンペアが、 電源ス ト リ ップの最大定
格アンペアの 80% を超えていないこ とを確認して ください。

• 突発的に起きる一時的な電力の増減からアプライアンスを保護するために、 サージ ・
サプレッサー、 ラ イン ・ コンディシ ョナー、 または無停電電源装置 （UPS） を使用

して ください。

• アプライアンスのケーブルおよび電源ケーブルは慎重に配置してください。 ケーブ
ルは踏んだりつまずいたりするこ とのない形で配線してください。 ケーブルには何
も載せないでください。

• 電源ケーブルやコネク ターは改造しないでください。 設置場所での電気的改修につ
いては、 有資格の電気技術者または地域の電力会社にお問い合わせください。 必ず
使用の地域および国の配線規定に従ってください。

アプライアンスのラック収納

アプライアンスや他のコンポーネン ト をラ ッ クに設置する前に （まだ設置を行っていな
い場合）、 まずラ ッ クを最終設置箇所に固定します。 機器をラ ッ クの底部から設置してい
き、 上に向かって作業を続けてください。 ラ ッ クに不均一な負荷あるいは過負荷をかけ
ないよ う注意して ください。

全般的なガイド ライン

• 特定の注意事項および手順については、 ラ ッ クに付属の取り付け用マニュアルを参
照して ください。

• 周辺温度の上昇 ：密閉型ラ ッ ク ・ アッセンブ リ内では、 ラ ッ ク内の作動温度が室温
よ り高くなるこ とがあ り ます。 ユニッ トの定格最高周辺温度を超えないよ うに注意
して ください。

• 気流の減少 ： 機器の安全な作動に必要な適切な気流量が維持できるよ う、 十分配慮
して機器をラ ッ クに取り付けてください。

• 機械的負荷 ： 機器をラ ッ クに注意して収納し、 不均一な機械的荷重によ り危険な状
態が生じるこ とがないよ う して ください。 
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• 回路の過負荷 ：装置を電源回路に接続する際は十分注意し、 回路の過負荷が過電流
保護装置と給電用配線に及ぼす影響に十分留意してください。 最大電流については、
機器の銘板に記載された定格を守ってください。

• 確実なアース接地 ： ラ ッ クに収納された装置については、 常時確実なアース接地を
確保して ください。 分岐回路に対し直接接続以外に給電接続を行う場合は （例えば
テーブルタ ップの使用）、 特に注意を払ってください。

アプライアンスをラック側面に垂直に設置する方法

アプライアンスを垂直に設置するには、 以下の手順を行います ：

1. アプライアンスのそれぞれの側面に付いているネジを外します。

2. L 型ブラケッ トの小さい穴とアプライアンスのネジ穴とを合わせてください。

3. プラスのド ラ イバーを使用し、 8/32 x 1/2 インチのなべ頭ねじ 2 本を使用して、 取付

金具を両側と もアプライアンスに締め付けます。

4. 各ブラケッ トの溝の長い穴を、 ラ ッ クの対応する穴の組に合わせて、 アプライアン
ス ・ アッセンブリ をラ ッ クに収納します。 次に、 コンビネーシ ョ ン六角頭ネジをブ
ラケッ トの溝と ラ ッ クの穴を通して差し込みます。 歯付き六角フランジ ・ ナッ ト を
ネジに被せ、 締め付けます。

ラ ッ クの側面コンパート メ ン トの上／下側支柱の取り付け穴は、 50.8 cm から 57.3 cm の

間隔を持たせて離しておく必要があ り ます。 ラ ッ クの側支柱が移動可能なタイプで、 側
支柱の位置を移動する必要がある時は、 あらかじめ、 この設定のためのスペースをとっ
ておかなければなり ません。 このスペースがまだ決められていない場合は、 ラ ッ ク付属
の説明書を参照して ください。

図 2.1: アプライアンスの垂直方向の設置

1U ラ ック収納スペースにアプライアンスを水平方向に設置する方法

アプライアンスを水平方向 1-U に取り付ける場合はフ ィ ラー ・ パネルをラ ッ クの前に配

置する必要があ り ます。

アプライアンスを水平に設置するには、 以下の手順を行います ：

1. アプライアンスの各側面に付いているネジを外します。 

2. 各取付金具の 「長い側」 にある穴と スイ ッチのネジ穴を合わせます。
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3. プラスのド ラ イバーを使用し、 8/32 x 1/2 インチのなべ頭ねじ 2 本を使用して、 取付

金具を両側と もアプライアンスに締め付けます。

4. 4 個のケージ ・ ナッ ト またはク リ ップ ・ ナッ ト を、 ラ ッ クのラ ッ ク取付フランジに取

り付けます。 この時ナッ トは、 ラ ッ クの内側になるよ うにします。 

5. 各取付金具の 「短い側」 の穴が、 機器のラ ッ クの合わせ穴に正し く合う よ うにして、
アプライアンス ・ アセンブリ をラ ッ クに収納します。 コンビネーシ ョ ン六角頭ネジ
をブラケッ トの溝とマウン ト ・ レールの穴を通して差し込み、 ケージナッ ト または
ク リ ップナッ ト まで差し込みます。

図 2.2: アプライアンスの水平方向の設置

LCM2 アプライアンスの設置

まず付属の電源コードをアプライアンスの背面に接続し、 それから電源コンセン トに差
し込みます。 図 2.3 （ページ 11） は、 LCM2 アプライアンスで設定の一例を示していま

す。 以下の詳細手順に従って、 アプライアンスをインス トールして ください。
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. 

図 2.3: LCM2 アプライアンスの基本設定 

CO ケーブルを各ターゲッ ト ・ デバイスに接続する方法

CO ケーブルを各ターゲッ ト ・ デバイスに接続するには、 以下の手順を行います ：

1. CO ケーブルの色別のコネク ターを、 このアプライアンスに接続する最初のターゲッ

ト ・ デバイス上のキーボード、 モニターおよびマウスの各ポートに取り付けます。

2. Cat5 ケーブルの一端を、 CO ケーブルの RJ-45 コネク ターに取り付けます。

3. ケーブルが KCO または UCO の場合は、 ターミネーターを CO ケーブルの別の RJ-45
コネク ターに取り付けます。

4. Cat5 ケーブルの他方の端部を、 LCM2 アプライアンスの後面にある ARI ポートに接

続します。

5. 取り付けるターゲッ ト ・ デバイスのすべてに、 この 1 ～ 4 の手順を繰り返します。

イーサネッ ト

ターゲッ ト ・ デバイス

ターゲッ ト ・ デバイス

ローカル ・

ユーザー

電源コード

CO ケーブル

ARI ポートACI ポート

設定ポート
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複数の CO ケーブルまたはターゲッ ト ・ デバイスを連鎖している場合には、 詳細につい

て 「CO ケーブルを用いたターゲッ ト ・ デバイスの連鎖法」 （ページ 16） を参照して くだ

さい。

ローカル周辺機器の接続

LCM2 アプライアンスにはローカル ・ ユーザー用ポート （2 セッ ト ） を備えています。

ローカル周辺機器をこれらのポートに接続するには、 以下の手順を行います ：

1. キーボード、 モニター、 マウスを、 アプライアンス後面の色別されているポートの
最初のセッ トに接続します。

2. キーボード、 モニター、 マウスを、 アプライアンス後面の色別されているポートの 2
番目のセッ トに接続します。

3. ケーブルは、 簡単に見分けができるよ うに束ねてラベルを付けておきます。

ローカル ・ バーチャル ・ メディアを接続するには、 以下の手順を行います ：

バーチャル ・ メディアをアプライアンスの USB ポートのいずれかに取り付けます。 バー

チャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンには、 VCO を使用する必要があ り ます。

LCM2 アプライアンスのテ ィア接続

複数の LCM2 アプライアンスをティア接続して 1 または 2 人のユーザーを最大 512 台の

ターゲッ ト ・ デバイスに接続するこ とができます。 デジタルの 16 ポート ・ アプライアン

スを第一レベル、 LCM2 アプライアンスを第二レベル、 アナログの 16 ポート ・ アプライ

アンスを第三レベルでティア接続するこ とによ り、 ターゲッ ト ・ デバイス 2048 台の最大

数に到達するこ と も可能です。 ティアド （階層形式） システムでは、 主 LCM2 アプライ

アンスの各 ARI ポート を、 ティアド ・ アプライアンスそれぞれの ACI に接続します。 そ

の後で各ティアド ・ アプライアンスを、 CO ケーブルを介してターゲッ ト ・ デバイスに

接続するこ とができます。 図 2.4 （ページ 14） に示す例には、 メ イン ・ アプラインの下

にティア接続された 2 台の LCM2 アプライアンスが示されています。 この例では最高で

プライマ リ ・ ターゲッ ト ・ デバイス 7 台、 セカンダ リ ・ ターゲッ ト ・ デバイス 7 台、

ターティア リ ・ ターゲッ ト ・ デバイス 8 台の接続が可能になっています。 この構成で、

メ イン ・ アプライアンスの下に 8 台のアプライアンスを、 各セカンダ リ ・ アプライアン

スの下に 8 台のアプライアンスをティア接続にするこ とでき、 最高で 512 台までのター

ゲッ ト ・ デバイスを接続するこ とが可能になり ます。 ティア接続の第三レベルは、 旧モ
デルのアプライアンスまたは別の LCM2 アプライアンスのいずれかで構成できます。 こ

の構成では、 セカンダ リ LCM2 アプライアンスが ACI ポート を介して別のアプライアン

スに接続される と、 ローカル ・ ポートでの OSAR インターフェイスの使用はできな くな

り ます。
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複数の LCM2 アプライアンスをティア接続するには、 以下の手順を行います ：

1. ティアド LCM2 アプライアンスを 「LCM2 アプライアンスの設置」 （ページ 10）
の説明に従って、 各ターゲッ ト ・ デバイスに接続します。

2. 一人または二人のユーザーを 「ローカル周辺機器の接続」 （ページ 12） の説明に従っ

て、 主アプライアンスに接続します。

3. Cat5 ケーブルの一端を、 ティアド LCM2 アプライアンスの ACI ポートに取り付け

ます。

4. Cat5 ケーブルの他方の端部を、 主 LCM2 アプライアンス後面にある ARI ポートの１

つに接続します。
スイ ッチ ・ システムが自動的に 2 つのアプライアンスを統合します。 ティアド

LCM2 アプライアンスに接続されているすべてのターゲッ ト ・ デバイスが OSCAR イ

ンターフェイスに示される主 LCM2 アプライアンスのデバイス ・ リ ス ト に含まれま

す。 しかしながら、 早期モデルのアプライアンスをティア接続している場合は、
OSCAR インターフェイスのアプライアンスのリ ス トでは、 プライマ リ ・ アプライア

ンス （第 1） のポート番号とセカンダ リ （第 2） またはターシア リ （第 3） アプライ

アンスのポート番号の両方が表示されます。 詳細については、 「早期モデルのアプラ
イアンスの追加」 （ページ 15） を参照して ください。

5. 接続したい追加のティアド LCM2 アプライアンスのすべてについて、 ステップ 3 お

よび 4 を繰り返します。
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図 2.4: テイァ ド ・ アプライアンスを使用した LCM2 アプライアンスの構成

ローカル ・ ユーザー A ローカル ・ ユーザー B

LCM2 アプライアンス （主）

ARI ポート

プライマリ ・ ター
ゲッ ト ・ デバイス

LCM2 アプライアンス （テ ィアド）

ACI ポート

セカンダリ ・ ターゲッ ト ・ デバイス

LCM2 アプライアンス （テ ィアド）

ターシアリ ・ ターゲッ ト ・ デバイス

ACI ポート



 章 2 ： インス トール        15
早期モデルのアプライアンスの追加

既存の機器構成に早期モデルのアプライアンスを追加して統合するこ とができます。
ティアド接続のスイ ッチ ・ システムでは、 各 ARI ポートにつき最大 16 台までのター

ゲッ ト ・ デバイスを組み込むこ とができます。 早期モデルのアプライアンスが LCM2 ア

プライアンスの下でティアド接続されている場合、 LCM2 アプライアンスはそのティア

（階層） の最上レベルに配置されていなければなり ません。 アプライアンスの機器構成と
互換性がある早期モデルのアプライアンスについては、 以下の一覧を参照して ください。

早期モデルのアプライアンスには以下が含まれます ：

• IBM NetBAYTM 1x4 Console Switch

• IBM NetBAY 2x8 Console Switch

• IBM NetBAY ACT Remote Console Manager

• IBM NetBAY ACT Local Console Manager

• IBM 1x8 Console Switch

• IBM 2x16 Console Switch

図 2.5: 早期モデルのアプライアンスを使用したアプライアンス設定

LCM2 アプライアンス

KCO ケーブル

IBM NetBAY 2x8 
Console Switch

IBM NetBAY 1x4 
Console Switch

ターゲッ ト ・ デバイス 1 ターゲッ ト ・ デバイス 2

ローカル ・ ユーザー
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早期モデルのアプライアンスを LCM2 アプライアンスに取り付けるには、 以下の手順を

行ってください ：

1. デバイスに付属している手順説明に従い、 早期モデルのアプライアンスをラ ッ クに
収納します。

2. CO ケーブルのキーボード、 モニター、 マウスの各コネクターをティアド ・ アプライ

アンスのローカル ・ ポートに取り付けて Cat5 ケーブルの一方の端部を CO ケーブル

の端部に接続するか、 Cat5 ケーブルの一方の端部をティアド ・ アプライアンスの

ACI ポートに直接取り付けます。

3. Cat5 ケーブルの他方の端部を、 アプライアンス後面にある ARI ポートの１つに接続

します。

4. 当該デバイスに付属の手順説明に従って、 ティアド ・ アプライアンスに接続されて
いるターゲッ ト ・ デバイスのスイ ッチを一旦オフにしてから再びオンにします。

5. ティアド ・ アプライアンスでのスイ ッチのオフ／オン操作によって、 ローカル ・
ポートで CO ケーブルの認識が可能にな り ます。

6. スイ ッチ ・ システムに取り付けるすべてのティアド ・ アプライアンスに対して、 上
記の手順 1 から 5 までを繰り返します。 スイ ッチ ・ システムが自動的に 2 つのアプ

ライアンスを統合します。 ティアド ・ アプライアンスに接続されているすべての
ターゲッ ト ・ デバイスが OSCAR インターフェイスに示される主アプライアンスの

デバイス ・ リ ス ト に含まれます。 しかしながら、 早期モデルのアプライアンスが
KCO ケーブルに接続されている と きは、 OCCAR インターフェイスのアプライアン

スの リ ス トには、 プライマ リ ・ アプライアンスのポート番号、 その後にダッシュ、
そしてセカンダ リ ・ ポート番号が表示されます。 例えば、 セカンダ リの早期モデル ・
アプライアンスのポート覧に 01-02 が表示される場合は、 01 がプライマ リ ・ ポート

で 02 がセカンダ リ ・ ポートにな り ます。

CO ケーブルを用いたターゲッ ト ・ デバイスの連鎖法

KCO ケーブルを使用してターゲッ ト ・ デバイスを連鎖するには、 以下の手順を行います：

1. Cat5 ケーブルの一端を、 KCO ケーブルの RJ-45 コネク ターに取り付けます。

2. Cat5 ケーブルの他方の端部を、 アプライアンスの後面にある ARI ポートに接続し
ます。

3. 色別のケーブル端部を、 このアプライアンスに最初に接続するターゲッ ト ・ デバイ
ス上のキーボード、 モニター、 マウスの各ポートに取り付けます。

4. Cat5 ケーブルの一端を、 最初のターゲッ ト ・ デバイス用の KCO ケーブルの 2 番目の
RJ-45 コネク ターに取り付けます。

5. このケーブルの他方の端を、 2 番目のターゲッ ト ・ デバイス用の KCO ケーブルの最
初の RJ-45 コネク ターに取り付けます。 
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6. 一緒に連鎖にするターゲッ ト ・ デバイスのすべてに、 この 3 ～ 5 の手順を繰り返し
ます。

7. 連鎖の最後に達したら、 連鎖の最後の KCO ケーブル上にある 2 番目の RJ-45 コネク
ターにターミネーターを接続します。

UCO ケーブルを使用してターゲッ ト ・ デバイスを連鎖するには、 以下の手順を行います：

1. Cat5 ケーブルの一端を、 UCO ケーブルの RJ-45 コネク ターに取り付けます。

2. Cat5 ケーブルの他方の端部を、 アプライアンスの後面にある ARI ポートに接続し
ます。

3. ケーブルの端部を、 このアプライアンスに最初に接続するターゲッ ト ・ デバイス上
のモニターと USB ポートに取り付けます。

4. Cat5 ケーブルの一端を、 最初のターゲッ ト ・ デバイス用の UCO ケーブルの 2 番目の
RJ-45 コネク ターに取り付けます。

5. このケーブルの他方の端を、 2 番目のターゲッ ト ・ デバイス用の UCO ケーブルの最
初の RJ-45 コネク ターに取り付けます。

6. 一緒に連鎖にするターゲッ ト ・ デバイスのすべてに、 この 3 ～ 5 の手順を繰り返し
ます。

7. 連鎖の最後に達したら、 連鎖の最後の UCO ケーブル上にある 2 番目の RJ-45 コネク
ターにターミネーターを接続します。

LCM2 アプライアンスのセッ トアップ

LCM2 アプライアンスでは、 自己の各ポート を自動検出して設定するこ とができます。

章 3 のに、 名称のカスタマイズ、 OSCAR インターフェイスのセッ ト アップと コンフ ィ

ギュレーシ ョ ンの詳細が説明されています。
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章

3
 基本操作
アナログ ・ ユーザー ・ ポートからのシステム切り替え操作の制御

LCM2 アプライアンスには、 直接アナログ ・ アクセス用に USB または PS/2 のキーボー

ド とマウスを接続して使用するこ とができる USB キーボード とマウスのポートが背面パ

ネルに設けられています。 このアプライアンスでは OSCAR インターフェイスを使用し

ます。 このインターフェイスには、 スイ ッチ ・ システムを設定し、 ターゲッ ト ・ デバイ
スの選択を行うためのメニューがあ り ます。

OSCAR インターフェイスの開始

スイ ッチ ・ システムに含まれるターゲッ ト ・ デバイスをいずれかのアナログ ・ ポートへの
KVM 接続を通じて OSCAR インターフェイスで表示、 設定、 制御するこ とができます。 

OSCAR インターフェイスを起動するには、 Print Screen キーを押します。 この代わりに、

Control、 Alt、 または Shift キーを 1 秒以内に 2 度押すこ とで OSCAR インターフェイス

を起動させるこ と もできます。 本書のいずれの手順においても Print Screen キーを押す代

わりにこれらのキー ・ シーケンスを使用するこ とができます。 OSCAR インターフェイス

を起動するために使用するキー ・ シーケンスを指定するには、 セッテイ > メニューを順

にク リ ッ ク して ください。

次の図は OSCAR インターフェイスの 「メ イン」 ウ ィ ンド ウの一例です。

図 3.1: 「メ イン」 ウィ ン ドウの一例
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「メ イン」 ウ ィ ンド ウにはスイ ッチ ・ システムに含まれるターゲッ ト ・ デバイスが一覧さ
れます。 ナマエ、 eID またはポートボタンをク リ ッ ク して、 それぞれ、 ターゲッ ト ・ デ

バイス名、 eID 番号またはポート番号別に一覧を順に表示するこ とができます。

「ポート 」 コラムにはそれぞれのターゲッ ト ・ デバイスが接続されている ARI ポートが表

示されます。 旧モデルのアプライアンスが LCM2 アプライアンスに接続されている場合

は、 ARI ポート番号が最初に、 続いてターゲッ ト ・ デバイスが接続されているアプライア

ンスのポートの番号が示されます。 例えば、 図 3.1 では、 Acton と名付けられたターゲッ

ト ・ デバイスが ARI のポート 06 およびアプライアンスのポート 01 に接続されています。

スイ ッチ ・ システムの各ターゲッ ト ・ デバイスのステータスは、 右側コラムに 1 つまた

は複数の記号で示されます。 ステータス記号は以下のよ うになっています。

画面の遅延を設定して、 Print Screen キーを押してから OSCAR インタフェースが起動す

るまでの経過時間を指定するこ とができます。 画面の遅延を設定するには、 以下の手順
を行います ：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。

2. 「メ イン」 ウ ィ ンド ウで、 セッテイ > メニューを順にク リ ッ ク します。

3. スク リーン  チエン ジカンフ ィールドに、 Print Screen キーを押してから OSCAR イン

タフェースが起動するまで経過させる秒数を入力します。

表 3.1: OSCAR インターフ ェイスのステータス記号

記号 説明

CO ケーブルがオンラインである （緑色○）。

CO ケーブルがオフラインであるか、 または正し く作動していない。

ターゲッ ト ・ デバイスが他のアプライアンスを介してテ ィアド接続されている。 ターゲッ ト ・ デ

バイスおよびアプライアンスはオンラインであり、 給電されている。

ターゲッ ト ・ デバイスが他のアプライアンスを介してテ ィアド接続されている。 アプライアンス

はオフラインであるか、 給電されていない。

CO ケーブルはアップグレード中 （黄色の○）。 この記号が表示されるときは、 アプライアンス、

または接続されたターゲッ ト ・ デバイスで電源を切ったり、 入れたり しないで く ださい。 また、

CO ケーブルの接続を切らないで く ださい。 そのようにすると、 CO ケーブルが恒久的な損傷を受

ける場合があります。

CO ケーブルは表示されているユーザー ・ チャンネルによって現在アクセスされている （緑色の

チャンネル文字）。

CO ケーブルは表示されているユーザー ・ チャンネルによってブロッ クされている （黒色のチャン

ネル文字）。
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ユーザーのターゲッ ト ・ デバイスへの接続

OSCAR インターフェイスの 「メ イン」 ウ ィ ンド ウを使用して接続するターゲッ ト ・ デバ

イスを選択します。 ターゲッ ト ・ デバイスを選択する と、 キーボード とマウスは自動的
にそのターゲッ ト ・ デバイスに適したものに再設定されます。

ターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 Print Screen キーを押して OSCAR インターフェ

イスを起動し、 以下の手順のいずれか 1 つを行います。 

• 「メ イン」 ウ ィ ンド ウで、 ターゲッ ト ・ デバイス名、 eID 番号、 またはポート番号を

ダブルク リ ッ ク します。 

• ポート番号を入力して、 Enter キーを押します。 

• ターゲッ ト ・ デバイス名の最初の数文字または eID 番号を入力して、 Enter キーを押

します。 

選択した 2 つのターゲッ ト ・ デバイスの間で切り替えを行う こ とができます。 以前に選

択したターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 Print Screen キーを押して Backspace キー

を押します。 

ユーザーをターゲッ ト ・ デバイスから接続解除するには、 Print Screen キーを押して

Alt+0 キーを押します。 OSCAR インターフェイスで 「Free」 ステータス ・ フラグがつい

ている場合、 ユーザーがターゲッ ト ・ デバイスに接続されていないこ とを表します。 

OSCAR インターフェイスの使用法

この表には、 OSCAR インターフェイスで使用できるキー、 キーの組み合わせ、 およびマ

ウスの操作が説明されています。 コンマ （,） で区切られた 2 つ以上のキーの名前または

マウスの操作は、 操作のシーケンスを示します。 プラス記号 （+） で区切られた 2 つ以上

のキーの名前またはマウスの操作は、 操作の組み合わせ、 すなわち、 操作は同時に実行
されるこ とを示します。

Alt+0 キーの組み合わせを使用する場合以外は、 数字入力に、 メ イン ・ キーボードまたは

数字キーパッ ドを使用するこ とができます。 Alt+0 を使用する と きには、 メ イン ・ キー

ボード上で 0 を使用する必要があ り ます。

表 3.2: OSCAR インターフ ェイスの操作に関する基本事項

キー、 キーの組み合わせ、

またはマウスの操作
結果

Print Screen ； Ctrl, Ctrl ；
Shift, Shift ； または Alt, Alt

OSCAR インターフ ェイスの開始。 OSCAR インターフェイスを起動するために

使用するキー ・ シーケンスを指定するには、 セッテイ > メニューを順にクリ ッ

クして ください。 

Print Screen, Print Screen

現在選択されているターゲッ ト ・ デバイスに Print Screen のキーストロークを

送信します。 すなわち、 ターゲッ ト ・ デバイス用に画面キャプチャーが実行さ

れます。

セッテイ > メニューで Print Screen キーが起動キー ・ シーケンスとして選択さ

れていない場合には、 ターゲッ ト ・ デバイスの画面キャプチャーを行うには

Print Screen を一度押すだけですみます。
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ローカル ・ バーチャル ・ メディアの接続

アプライアンスの USB ポート を使用してバーチャル ・ メディアをアプライアンスに直接

接続するこ とができます。 すべての USB ポートは単一のバーチャル ・ メディア ・ セッ

F1 現在のウィ ンドウに合ったヘルプを表示します。

Esc

Oscar のメ イン ・ ウィ ンドウの場合 ： OSCAR インターフェイスを閉じて、 デ

スク ト ップのステータス ・ フラグに戻ります。

他のすべてのウィ ンドウの場合 ： 変更内容を保存せずに現在のウィ ンドウを閉

じて、 元のウィンドウに戻ります。

ポップアップ ・ ウィ ンドウの場合 ： ポップアップ ・ ウ ィ ン ドウを閉じて、 現在

のウィ ンドウに戻ります。

Alt+X 変更内容を保存せずに現在のウィ ンドウを閉じて、 元のウィ ンドウに戻ります。

Alt+O OK をクリ ッ クすると、 元のウィ ンドウに戻ります。

Alt+ ポート番号 スキャンするターゲッ ト ・ デバイスを選択します。 ポート番号はターゲッ ト ・

デバイスのポート番号です。

Enter

「メ イン」 ウィ ン ドウのスイッチ操作を完了し、 OSCAR インターフ ェイスを終

了します。

編集可能なフ ィールドをクリ ッ クして編集するテキスト （文字列） を選択し、

左または右矢印キーによるカーソルの移動を可能にします。 Enter キーを押す

と、 編集モードが終了します。

Print Screen, Backspace 前に選択したターゲッ ト ・ デバイスに戻ります。

Print Screen, Alt+0
選択したターゲッ ト ・ デバイスからユーザーを接続解除します。 ゼロ （0） は数

字キーパッ ドではな く メ イン ・ キーボード上で入力しなければならないことに

注意して く ださい。

Print Screen, Pause スク リーン ・ セーバーを直ちに起動します。 またパスワード保護を有効にして

ある場合はユーザーをロックします。

上向きまたは下向き矢印 一覧内でカーソルを上下に一行ずつ移動させます。

右向きまたは左向き矢印

フ ィールドでテキス ト を編集している場合 ： フ ィールドのテキスト内でカーソ

ルを移動させます。

他のすべての状況の場合は ： 一覧内でカーソルを上下に１ コラムずつ移動させ

ます。

Page Up または

Page Down 一覧またはヘルブ ・ ウィ ン ドウ内をページごとに移動します。

Home または End 一覧の一番上または一番下までカーソルを移動させます。

Delete
フ ィールド内では選択された文字を、 スキャン ・ リス ト内では現在の選択項目

を削除します。 スキャン ・ リス トの詳細については、 「スイ ッチ ・ システムのス

キャン」 （ページ 36） を参照して く ださい。

表 3.2: OSCAR インターフ ェイスの操作に関する基本事項 （続き）

キー、 キーの組み合わせ、

またはマウスの操作
結果
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シ ョ ンに割り当てられており、 個別にマップするこ とはできないこ とに留意して くだ
さい。

ローカル・ バーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンを開始するには、 以下の手順を行います：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。 「メ イン」 ウ ィ

ンド ウが開きます。

2. バーチャル ・ メディア ・ セッシ ョ ンを確立するターゲッ ト ・ デバイスにユーザーを
接続します。 矢印キーを使用してターゲッ ト ・ デバイス名を反転表示にし、 Enter
キーを押します。

3. Print Screen キーを押して、 再度 OSCAR インターフェイスを起動します。

4. 「バーチャル ・ メディア」 ウ ィ ンド ウが開きます。 

5. 次のチェッ ク ・ ボッ クスを １つまたは複数選択します ： 

• ロ ッ クジ ョ ウタイ  - このチェッ ク ・ ボッ クスをオンにする とユーザーがターゲッ

ト ・ デバイスから接続解除されたと きに、 バーチャル ・ メディアも接続解除され
るよ うにな り ます。 

• ヨヤク  - このチェ ッ ク ・ ボッ クスをオンにする と、 バーチャル ・ メディア接続は

ユーザー名によってのみアクセスできるよ うにな り、 他のユーザーは当該ター
ゲッ ト ・ デバイスに接続できな くな り ます。 ロ ッ クジ ョ ウタイおよびヨヤクの両
方が選択されている場合は、 セッシ ョ ンは予約された状態になり ます。

• CDROM - このチェッ ク ・ ボッ クスをオンにする と、 ターゲッ ト ・ デバイスに対

するバーチャル ・ メディア CD の接続が確立されます。 チェ ッ クボッ クスをオフ

にする と、 接続が解除されます。 

• ダイ ヨ ウ リ ョ ウ  キオク  - このチェッ ク ・ ボッ クスをオンにする と、 ターゲッ ト ・

デバイスに対するバーチャル ・ メディア大容量記憶装置の接続が確立されます。
チェ ッ クボッ クスをオフにする と、 接続が解除されます。

• カキコ ミ  アクセスケン  - このチェッ ク ・ ボッ クスをオンにする と、 バーチャル ・

メディア ・ セッシ ョ ン中、 接続されたターゲッ ト ・ デバイスでバーチャル ・ メ
ディアへのデータ書き込みが可能になり ます。 読み込みアクセスはバーチャル ・
メディア ・ セッシ ョ ン中常時可能です。

6. OK をク リ ッ ク します。

アプライアンスと OSCAR インターフェイスの設定

アプライアンス と OSCAR インターフェイスを設定するには、 OSCAR インターフェイ

スを起動してセッテイをク リ ッ ク します。 次の図は 「セッテイ」 ウ ィ ンド ウを示してい
ます。
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図 3.2: 「セッテイ」 ウインドウ

次の表に、 「セッテイ」 ウ ィ ンド ウのオプシ ョ ンについて説明します。

表 3.3: ターゲッ ト ・ デバイスの定期なタスクを管理するための 「セッテイ」 の各機能

オプシ ョ ン 目的

メニュー

ターゲッ ト ・ デバイスの一覧をターゲッ ト ・ デバイス名、 eID 番号、 またはポート番号別に

順に並べます。 画面の遅延時間を設定し、 Print Screen キーを押してから OSCAR インター

フェイスが起動するまでの間の経過時間を指定します。

セキュリテ ィ
ターゲッ ト ・ デバイスへのアクセス権を制限するパスワードを設定します。 スク リーン ・

セーバーを有効にします。

フラグ タイ ミ ング、 カラーおよび位置を含むステータス ・ フラグの表示プロパテ ィ を変更します。

ゲンゴ インターフ ェイスでの表示言語を指定します。

デバイス 接続されているテ ィアド ・ アプライアンスにあるポートの数を指定します。

「ナマエ」 各ターゲッ ト ・ デバイスに固有の名前を割り当てます。

キーボード キーボードの国コードを指定します。

ブロードキ

ャス ト

キーボードおよびマウスの操作によって複数のターゲッ ト ・ デバイスを同時にコン ト ロー

ルします。

スキャン
最大 16 台のターゲッ ト ・ デバイスに対してスキャンのカスタマイズ ・ パターンを設定し

ます。

スイッチ アプライアンス ・ モードを指定します。

ネッ トワーク
ネッ トワーク速度と設定、 スイッチ ・ システムの IP アドレス、 ネッ トマスク、 ゲートウェ

イを指定します。
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ターゲッ ト ・ デバイス名の割当

個々のターゲッ ト ・ デバイスをポート番号別ではなく名前別で認識するよ う設定するに
は 「ナマエ」 ウ ィンド ウを使用します。 「名前」 リ ス トは常にポート順で並べられます。
名前は CO ケーブル内に保存されます。 ですから、 たとえケーブル／ターゲッ ト ・ デバ
イスを他の ARI ポートに移動しても、 名前と コンフ ィギュレーシ ョ ンは、 アプライアン
スに認識されます。 ターゲッ ト ・ デバイスがオフになっている場合には、 適用できる
CO ケーブルの名前を変更できません。

「ナマエ」 ウ ィンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。 「メ イン」 ウ ィ

ンド ウが開きます。

2. セッテイ  > ナマエを順にク リ ッ ク します。 「ナマエ」 ウ ィンド ウが開きます。

ターゲッ ト ・ デバイスの リ ス トに変更が加えられている場合は、 リ ス トが自動更新され
る間、 マウスのカーソルは砂時計表示に変わり ます。 リ ス トの更新が完了するまで、 マ
ウス とキーボードのいずれから も入力はできません。

名前をターゲッ ト ・ デバイスに割り当てるには、 以下の手順を行います ：

1. 「ナマエ」 ウ ィ ンド ウで、 ターゲッ ト ・ デバイス名またはポート番号を選択してヘン
コウをク リ ッ ク します。 「ナマエノ  ヘンコウ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. アタラシイ  ナマエフィ ールド に名前を入力します。 ターゲッ ト ・ デバイス名は最大

15 文字までと なっています。 有効な文字は、 A-Z、 a-z、 O-9、 スペースおよびハイフ

ンです。

3. OK をク リ ッ ク して、 新しい名前を 「ナマエ」 ウ ィンド ウに転送します。 選択内容

は、 「ナマエ」 ウ ィンド ウで OK をク リ ッ クするまでは保存されません。 

4. スイ ッチ ・ システムの各ターゲッ ト ・ デバイスで手順 1 ～ 3 を繰り返します。

5. 「ナマエ」 ウ ィ ンド ウで OK をク リ ッ ク して設定内容を保存します。 または、 X をク

リ ッ クするか Esc キーを押して変更内容を保存せずに終了します。 

デバイスの種類の割当

LCM2 アプライアンスはティアド ・ アプライアンスを自動的に検出しますが、 「デバイ

ス」 ウ ィ ンド ウからティアド ・ アプライアンス上のポート数を指定する必要があ り ます。
IBM Console Switch や他の旧モデルのアプライアンスは、 ティアド ・ アプライアンスの

「タイプ」 のカテゴ リーにリ ス ト されます。 設定可能なアプライアンスを リ ス トから選択
する と、 ヘンコウボタンが使用可能になり、 スイ ッチに正しいポート数を割り当てるこ
とができます。

「デバイス」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。 「メ イン」 ウ ィ ン

ド ウが開きます。

2. セッテイ > デバイスを順にク リ ッ ク します。 「デバイス」 ウ ィ ンド ウが開きます。
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図 3.3: 「デバイス」 ウ ィ ン ドウ

LCM2 アプライアンスがティアド ・ アプライアンスを検出する と、 そのアプライアンス

の下に各ターゲッ ト ・ デバイスを組み入れられるよ う、 ポートの番号付けが変更されま
す。 例えば、 このアプライアンスが ARI のポート 6 に接続されている場合、 このアプラ

イアンスのポートは 06 と して一覧され、 このアプライアンスの下に組み入れられる各

ターゲッ ト ・ デバイスには 06-01、 06-02 のよ うに順に番号が付けられます。

デバイス ・ タ イプを割り当てるには、 以下の手順を行います ：

1. 「デバイス」 ウ ィ ンド ウで、 ポート番号を選択します。

2. ヘンコウをク リ ッ ク します。 「デバイス ノ  ヘンコウ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

図 3.4: 「デバイスノ  ヘンコウ」 ウ ィ ン ドウ

3. テイ ァ ド ・ アプライアンスでサポート されているポートの数を選択または入力して、
OK をク リ ッ ク します。

4. デバイス ・ タ イプを割り当てる必要のある各ポートについて 1 ～ 3 の手順を繰り返

します。

5. 「デバイス」 ウ ィ ンド ウで OK をク リ ッ ク し、 設定内容を保存します。
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表示動作の変更

「メニュー」 ウ ィ ンド ウでは、 ターゲッ ト ・ デバイスの表示順の変更や OSCAR インター

フェイスの画面遅延の設定ができます。 この表示順序の設定は、 ターゲッ ト ・ アプライ
アンスが一覧される 「メ イン」、 「デバイス」、 「ブロードキャス ト 」 などのウ ィンド ウを
含むいくつかのウ ィ ンド ウでの表示順に影響を及ぼします。

「メニュー」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。 「メ イン」 ウ ィ

ンド ウが開きます。

2. セッテイ  > メニューを順にク リ ッ ク します。 「メニュー」 ウ ィ ンド ウが開きます。

図 3.5: 「メニュー」 ウ ィ ン ドウ

ターゲッ ト ・ デバイスの表示順を選択するには、 以下の手順を行います ：

1. 次のボタンの中から一つを選択します ：

• ターゲッ ト ・ デバイスをターゲッ ト ・ デバイスの名前別でアルファベッ ト順に表
示するにはナマエを選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスを eID 番号別で数字順に表示するには eID を選択します。

• ターゲッ ト ・ デバイスをポート番号別で数字順に表示するにはポート を選択し
ます。

2. OK をク リ ッ ク します。

OSCAR インターフェイスを起動するためのキーの組み合わせを選択するには、 以下の手

順を行います ：

1. OSCAR ノ  キド ウセクシ ョ ンで OSCAR インターフェイスを起動する際に使用する

キーの組み合わせを選択した後、 その選択した組み合わせを押します。

2. OK をク リ ッ ク します。

画面遅延を設定するこ とで、 OSCAR インターフェイスを起動せずにキーボードでター

ゲッ ト ・ デバイスを選択できるよ うにな り ます。 画面遅延では、 Print Screen キーを押し
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てから OSCAR インターフェイスが起動するまでの経過時間を指定します。 画面の遅延

を設定するには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押してから OSCAR インターフェイスが起動するまでの待機時間

を秒数 （0 ～ 9） で入力します。 0 を指定する と遅延は起こ り ません。

2. OK をク リ ッ ク します。

表示言語の選択

「 セッ テイ 」 ウィ ンド ウでは OSCAR インターフェイスの表示言語を変更できます。

図 3.6: 「ゲンコ」 ウィ ン ドウ

OSCAR インターフェイスの言語を選択するには ：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。 「メ イン」 ウ ィ

ンド ウが開きます。

2. セッテイ > ゲンゴを順にク リ ッ ク します。 「ゲンゴ」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. 「ゲンゴ」 ウ ィ ンド ウで言語を選択し、 OK ク リ ッ ク します。

ステータス ・ フラグの制御

デスク ト ップには、 選択したターゲッ ト ・ デバイスの名前や eID 番号、 または選択した

ポートのステータスを示すステータス ・ フラグが表示されます。 フラグに表示される情
報、 フラグの色、 デスク ト ップでのフラグ表示形態 （透明／不透明）、 フラグを常時表示
するかど うか、 デスク ト ップでの表示位置などを指定するこ とができます。 次の表にス
テータス ・ フラグの例を示します。

表 3.4: OSCAR インターフ ェイスのステータス ・ フラグ

フラグ 説明

名前別のフラグ ・ タイプ

ユーザーが全システムから接続解除されていることを示すフラグ
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ステータス ・ フラグの設定を指定するには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッテイ > フラグを順にク リ ッ ク します。

3. 次の設定項目から １つまたは複数を選択します ： 

• ナマエまたは eID を選択してフラグに表示する情報を指定します。 

• ヒ ョ ウジを選択する とフラグが常時表示され、 ジカンセイゲンを選択する と ター
ゲッ ト ・ デバイスを選択した後 5 秒間だけフラグが表示されます。 

• ヒ ョ ウジ シ ョ クセクシ ョ ンで、 フラグの色を選択します。 

• フ ト ウ メ イを選択してフラグを不透明にするか、 または ト ウ メ イを選択してフラグ
を通してデスク ト ップが見えるよ うにします。 

• フラグの位置を指定するには、 以下の手順を行います ：

a. 「イチ セッテイ」 をク リ ッ ク します。

b. 「イチ セッテイ」 ウ ィ ンド ウのタイ トル ・ バーでマウスの左ボタンを押した

まま保持して、 ウ ィ ド ウを新しい位置までド ラグします。

c. マウスの右ボタンを押して 「イチ セッテイ」 ウ ィ ンド ウを閉じます。 

4. OK をク リ ッ ク して設定内容を保存します。 または、 X をク リ ッ クするか Esc キーを

押して変更内容を保存せずに終了します。 

キーボードの国コードの設定

デフォルト設定では、 本アプライアンスはターゲッ ト ・ デバイスに取り付けられた USB
ケーブに米国のキーボード ・ コードを送信するよ うになっています。 このコードは、 該
当のターゲッ ト ・ デバイスがオンになった時点、 または再起動された時点で適用されま
す。 コードはこの後、 CO ケーブルに保存されます。 アプライアンスのファームウェア
の言語と異なる言語に対応のキーボード ・ コードを使用する と、 キーボード ・ マッピン
グに支障をきたします。 

複数のキーボードをローカル ・ ポートに接続している場合は、 それらは同じ種類 （PC ま
たは Mac） であ り、 同じ言語でなければなり ません。

キーボード ・ コードが米国に設定されているのに別の国用のキーボードを使用している
場合には、 問題が起こるこ とがあ り ます。 例えば、 米国用キーボードの 「Z」 キーの位
置は、 ド イツ用キーボードの 「Y」 のキーの位置と同じになっています。

「キーボード」 ウ ィ ンド ウでは、 デフォルト と して設定されている米国用のキーボード ・
コード以外の別の国のコードを送信するこ とができます。

eID 番号別のフラグ ・ タイプ

ブロードキャス ト ・ モードが使用可能であることを示すフラグ

表 3.4: OSCAR インターフ ェイスのステータス ・ フラグ
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図 3.7: 「キーボード」 ウィ ン ドウ

キーボードの国コードを変更するには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押して、 OSCAR インターフェイスを起動します。 「メ イン」 ウ ィ

ンド ウが開きます。

2. セッ テイ > キーボード を順にク リ ッ ク します。「 キーボード 」 ウィ ンド ウが開きます。

3. キーボード用の国コードを選択して OK をク リ ッ ク します。 「キーボード  ケイコク」

ウ ィ ンド ウで変更を確認します。

4. OK をク リ ッ ク して設定を保存します。 または、 X をク リ ッ クするか Esc キーを押し

て変更を保存せずに終了します。

アプライアンスのセキュリテ ィの設定

指定期間枠内にユーザー ・ アクティブビティがない場合にはスク リーン ・ セーバーを起
動するよ うに設定するこ とができます。 スク リーン ・ セーバーが起動する と、 ユーザー
は接続されていたターゲッ ト ・ デバイスのいずれから も接続解除されます。 キーボード
上の任意のキーを押すか、 マウスを動かすとスク リーン ・ セーバーは停止します。

スク リーン ・ セーバーを直ちに起動するには、 Print Screen キーの後に Pause キーを押し

ます。

パスワードを設定してある場合は、 スク リーン ・ セーバーが起動する とキーボード とマ
ウスがロ ッ ク されます。 スク リーン ・ セーバー作動中にキーまたはマウスを操作する と、
「ニンシ ョ ウ」 ウ ィ ンド ウが開きます。 パスワードを入力し OK をク リ ッ ク してキーボー

ド とマウスをロ ッ ク解除する必要があ り ます。

重要事項 ： パスワードを忘れた場合は、 テクニカル ・ サポートに連絡していただく必要
があ り ます。 連絡先の詳細については 「付録 C」 を参照して ください。

スク リーン ・ セーバーを有効にするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッ テイ > セキュリ ティ を順にク リ ッ ク します。 パスワード が設定されている場合、

「 ニンショ ウ 」 ウ ィ ンド ウが開きます。 パスワード を入力し、 OK をク リ ッ ク します。

3. スク リーンセーバーユウコウカチェッ ク ・ ボッ クスをオンにします。
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4. マチジカンフ ィールドに、 スク リーンセーバーが起動するまでに経過させる秒数
（1 ～ 99） を入力します。

5. 使用モニターが Energy Star 準拠の場合はエナジーを、 それ以外はスク リーンを選択

します。

6. （オプシ ョ ン） スク リーン ・ セーバー ・ テス ト を実行するには、 テス ト をク リ ッ ク し
ます。 約 10 秒間スク リーン ・ セーバー ・ テス トが行われます。

7. OK をク リ ッ ク します。

スク リーン ・ セーバーを無効にするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッ テイ > セキュリ ティ を順にク リ ッ ク します。 パスワード が設定されている場合、

「 ニンショ ウ 」 ウ ィ ンド ウが開きます。 パスワード を入力し、 OK をク リ ッ ク します。

3. スク リーンセーバーユウコウカチェッ ク ・ ボッ クスのチェ ッ クをオフにします。

4. OK をク リ ッ ク します。

パスワードは最高 12 文字、 アルファベッ ト と数字の両方が必要で、 大文字と小文字の区

別があ り ます。 有効な文字は、 A-Z、 a-z、 O-9、 スペースおよびハイフンです。

パスワードを設定／変更するには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッテイ > セキュ リ ティ を順にク リ ッ ク します。 パスワードが既に設定されている

場合は、 「ニンシ ョ ウ」 ウ ィ ンド ウが開きます。 パスワードを入力し、 OK をク リ ッ

ク します。

3. アタラシイ  パスワードフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。

4. アタラシイ  パスワードフ ィールドに新しいパスワードを入力します。

5. パスワード ノ  カクニンフ ィールドに、 も う一度そのパスワードを入力します。

6. OK をク リ ッ ク します。

パスワード保護を無効にするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッテイ > セキュ リ ティ を順にク リ ッ ク します。 「ニンシ ョ ウ」 ウ ィ ンド ウにパス

ワードを入力し、 OK ク リ ッ ク します。

3. アタラシイ  パスワードフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。 フ ィールドを空欄のま

まにして Enter キーを押します。

4. パスワード ノ  カクニンフ ィールドをダブルク リ ッ ク します。 フ ィールドを空欄のま

まにして Enter キーを押します。

5. OK をク リ ッ ク します。
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OSCAR インターフェイスを使用したターゲッ ト ・ デバイス ・ タス

クの管理

「コマンド」 ウ ィ ンド ウでは、 スイ ッチ ・ システムやユーザー接続の管理、 スキャン ・
モードやブロードキャス ト ・ モードの有効化、 ファームウェアのアップデート などを行
う こ とができます。

「コマンド」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. コマンドをク リ ッ ク します。 「コマンド」 ウ ィ ンド ウが開きます。

図 3.8: 「コマンド」 ウ ィ ン ドウ

表 3.5: ターゲッ ト ・ デバイスの定期なタスクを管理するためのコマンド

機能 目的

CO ステータス CO ケ―ブルのバージ ョ ンとアップグレード ・ ステータスを表示します。

カンキョウセッテイ ノ  
ヒ ョウジ

現在のディスプレイ設定を表示します。

シンダンノ  ジッコウ ターゲッ ト ・ デバイスの診断を設定／開始します。

ブロードキャス ト  ユウ

コウカ

ターゲッ ト ・ デバイスへのブロードキャス ト を開始します。 「セッテイ」 ウィ ン ド

ウで、 ブロードキャス ト用のターゲッ ト ・ デバイスのリス ト を設定します。

スキャン ユウコウカ
ターゲッ ト ・ デバイスのスキャンを開始します。 「セッテイ」 ウィ ン ドウで、 ス

キャン用のターゲッ ト ・ デバイスのリス ト を設定します。

ユーザー ステータス ユーザーを表示、 接続解除します。

バージ ョ ンノ  ヒ ョウジ
アプライアンスのバージ ョ ン情報の表示、 また個々の CO ケーブルの表示やアップ

グレードを行います。

デバイスノ  リセッ ト キーボード とマウスの作動を再確立します。
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バージョ ン情報の表示

OSCAR インターフェイスでは、 LCM2 アプラ イアンスと CO ケーブルのファ ームウェ

アのバージョ ンを表示するこ と ができます。 詳細については、 「付録 A」 （47 ページ）

を参照して ください。

バージ ョ ン情報にアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. コマンド  > バージ ョ ン ノ  ヒ ョ ウジを順にク リ ッ ク します。 「バージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが

開きます。 ウ ィンド ウの上部ペインに、 アプライアンスのサブシステムのバージ ョ
ンが一覧表示されます。

図 3.9: 「バージ ョ ン」 ウィ ン ドウ

3. 各 CO ケーブルのバージ ョ ン情報を表示するには、 CO ボタンをク リ ッ ク します。

「CO ノセンタ ク」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. 表示する CO ケーブルを選択して、 バージ ョ ンボタンをク リ ッ ク します。 「CO ノ

バージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。 ファームウェアのローディングに関する詳細
については、 「付録 A」 （47 ページ） を参照して ください。

5. X をク リ ッ ク し、 「CO ノバージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウを閉じます。

ファームウェアのアップグレード

OSCAR インターフェイスでは、 LCM2 アプライアンスのファームウェアをアップグレー

ドするこ と もできます。 性能を最適化するため、 ファ ームウェアは常に最新バージョ ン
のも のを使用してく ださ い。
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図 3.10: 「アップグレード」 ウ ィ ン ドウ

ファームウェアをアップグレードするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. コマンド > バージ ョ ン ノ  ヒ ョ ウジ > アップグレードを順にク リ ッ ク します。

「アップグレード」 ウ ィ ンド ウが開きます。

3. アップグレードをク リ ッ ク します。 「ケイコ ク」 ウ ィ ンド ウが開きます。 OK をク

リ ッ クする と、 「アップグレードの進行状態」 を示すウ ィ ンド ウが開きます。 アップ
グレードの進行状態がプログラムズ ミ フ ィールドに示されます。

環境設定の表示

「カンキ ョ ウセッテイ」 ウ ィ ンド ウを使用して LCM2 スイ ッチ ・ システムの現在の設定

を表示します。

現在の設定を表示するには、 コマンド > カンキ ョ ウセッテイ ノ  ヒ ョ ウジを順にク リ ッ ク

します。 「カンキ ョ ウセッテイ」 ウ ィ ンド ウが開き、 現在のシステムのコンフ ィギュレー
シ ョ ン値が一覧されます。

ユーザー接続の表示／解除

「ユーザー ステータス」 ウ ィ ンド ウでは、 ユーザーの表示およびターゲッ ト ・ デバイス
からの接続解除を実行するこ とができます。 ユーザー (U) は常に表示されますが、 ユー
ザーが接続されているターゲッ ト ・ デバイス名または eID 番号は、 いずれか一方が表示
されます。 在接続されているユーザーがいない場合は、 ユーザーとサーバーメ イフ ィー
ルドは両方と も空欄になり ます。
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図 3.11: 「ユーザー ステータス」 ウィ ンドウ

現在のユーザー接続を表示するには、 コマンド > ユーザー ステータスを順にク リ ッ ク し

ます。 「ユーザー ステータス」 ウ ィ ンド ウが開きます。

ユーザーを接続解除するには、 以下の手順を行います ：

1. 「ユーザー ステータス」 ウインド ウから、 接続を解除するユーザーに対応する文字を

ク リ ッ ク します。 「セツゾクカイジ ョ 」 ウ ィンド ウが開きます。

2. 次の手順のいずれかを実行します ：

• OK をク リ ッ ク してそのユーザーの接続を解除し、 「ユーザー ステータス」 ウ ィ

ンド ウに戻り ます。

• X をク リ ッ ク するか Esc キーを押して、 ユーザーを接続解除しないでウィ ンド ウ

を終了します。

「ユーザー ステータス」 の リ ス ト を前回表示してから リ ス トに変更が加えられている場

合は、 リ ス トが自動更新される間、 マウスのカーソルは砂時計表示に変わり ます。 リ ス
トの更新が完了するまで、 マウス とキーボードのいずれから も入力はできません。

キーボード とマウスの再設定

キーボード とマウスを リセッ トするには、 コマンド > デバイス ノ  リ セッ ト を順にク リ ッ
ク します。 これでもキーボード とマウスが応答しない場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスの
マウス とキーボード設定用の 「リセッ ト 」 コマンドを出してこれらの周辺機器の動作を
再確立できる場合があ り ます。 この 「 リセッ ト 」 コマンドによってホッ トプラグ ・ シー
ケンスがターゲッ ト ・ デバイスに送信され、 次にマウス とキーボードの設定情報がアプ
ライアンスに送信されます。 ターゲッ ト ・ デバイス とアプライアンスの間で通信が再確
立される と、 キーボード／マウスの元通りの機能が回復されます。 この機能は、
Microsoft Windows ベースのコンピューターのみを対象とするものです。 他のオペレー
ティング ・ システムで稼働するターゲッ ト ・ デバイス上でのキーボード とマウスの リ
セッ トでは、 当該ターゲッ ト ・ デバイスの再起動が必要となる場合があ り ます。
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マウス とキーボードの値を リセッ トするには、 次の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. コマンド > バージ ョ ンノ  ヒ ョ ウジ >CO を順にク リ ッ ク します。 リ ス トから、 リ

セッ トが必要なマウス とキーボードに接続されている CO ケーブルを選択します。

3. バージ ョ ン  > リ セッ ト を順にク リ ッ ク します。

4. マウス とキーボードがリセッ ト されたこ とを知らせる メ ッセージが表示されます。 

5. 次の手順のいずれかを実行します ：

• OK をク リ ッ ク して、 メ ッセージ ・ フ ィールドを閉じます。

• X をク リ ッ クするか Esc キーを押して、 リセッ ト ・ コマンドをマウス とキーボー

ドに送信せずに終了します。

スイッチ ・ システムのスキャン

スキャン ・ モードでは、 アプライアンスは自動的にポート ごと （またはターゲッ ト ・ デ
バイスごと） のスキャンを行います。 スキャン ・ モードでは、 最高 16 台のターゲッ ト ・

デバイスの動作監視、 スキャン対象ターゲッ ト ・ デバイスの指定、 各ターゲッ ト ・ デバ
イスでの表示秒数の指定ができます。 スキャンの順番はリ ス ト内のターゲッ ト ・ デバイ
スの順序 （常にスキャン順表示になっています） によ り決定されます。 ターゲッ ト ・ デ
バイスの表示は、 名前別、 eID 番号別またはポート番号別の一覧から対応するボタンを

ク リ ッ ク して選択できます。 

スキャン ・ リ ス ト にターゲッ ト ・ デバイスを追加するには、 以下の手順を行います ： 

1. セッテイ > スキャンを順にク リ ッ ク します。 「スキャン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

.

図 3.12: 「スキャン」 ウ ィ ン ドウ

2. このウ ィンド ウには、 アプライアンスに接続されているターゲッ ト ・ デバイス全部
が一覧されます。 スキャンされるターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 次の手順
の一つを実行します ：
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• スキャンするターゲッ ト ・ デバイスの横にあるチェッ ク ・ ボッ ク スをチェッ ク し
ます。 

• ターゲッ ト ・ デバイス名またはポート をダブルク リ ッ ク します。

• Alt キーと スキャンするターゲッ ト ・ デバイスの eID 番号を押します。 リ スト か

らターゲッ ト ・ デバイスを最大 16 台まで選択できます。

3. ジカンフ ィールドに、 スキャンが次のターゲッ ト ・ デバイスに移動するまでの秒数
を （3 ～ 255） の範囲で入力します。

4. OK をク リ ッ ク します。 

スキャン ・ リ ス ト からターゲッ ト ・ デバイスを削除するには、 以下の手順を行います ：

1. スキャン ・ リ ス ト から削除するターゲッ ト ・ デバイスを選択するには、 以下のいず
れかの手順を行います ：

• 「スキャン」 ウ ィ ンド ウで、 削除するターゲッ ト ・ デバイスの横にあるチェ ッ
ク ・ ボッ クスのチェッ クを外します。

• ターゲッ ト ・ デバイス名またはポート をダブルク リ ッ ク します。

• Shift + Delete キーを押し、 選択したターゲッ ト ・ デバイス とその下の入力項目す

べてを削除します。

• ク リ アボタンをク リ ッ ク し、 スキャン ・ リ ス トからすべてのターゲッ ト ・ デバイ
スを削除します。

2. OK をク リ ッ ク します。

「スキャン」 モードを開始するには、 以下の手順を行います ：

1. コマンドをク リ ッ ク します。 「コマンド」 ウ ィ ンド ウが開きます。

図 3.13: 「コマンド」 ウ ィ ン ドウ

2. 「コマンド」 ウ ィ ンド ウでスキャン  ユウコウカを選択します。 直ちにスキャンが開始

されます。

3. X をク リ ッ ク し、 「コマンド」 ウ ィ ンド ウを閉じます。
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スキャン ・ モードをキャンセルするには、 以下のいずれかの手順を行います ： 

• OSCAR インターフェイスが開いている場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスを選択し

ます。 

• OSCAR インターフェイスが開いていない場合には、 マウスを動かすかキーボー

ド上で任意のキーを押すと、 現在選択されているターゲッ ト ・ デバイスのスキャ
ンが停止します。

スイッチ ・ システムの診断の実行

スイ ッチ ・ システムの完全性を確認したい場合は、 「シンダンノ  ジッコウ」 コマンドに

よ り診断を実行します。 このコマンドは、 各システム ・ コン ト ローラのメ イン ・ ボード
機能のサブシステム （メモ リー、 通信、 アプライアンス制御、 ビデオ ・ チャンネル） な
どをチェッ ク します。 シンダンノジッ コウボタンを選択する と、 すべてのユーザー （リ
モート、 ローカルと もに） の接続が解除される旨の警告を受けます。 OK をク リ ッ ク し

てシステム診断の実行を承認し、 テス ト を開始します。 

「シンダン」 ウ ィ ンド ウが開きます。 ウ ィンド ウの上の部分に、 ハード ウェアの各テス ト
が示されます。 下の部分には、 テス ト された CO ケーブルが次の 3 つのカテゴ リー別に

示されます ： 「オンライン」、 「オフラ イン」、 「ギモンノアル」。 CO ケーブルのアップグ

レード中には 「オフライン」 と して リ ス ト される場合があ り ます。

図 3.14: 「シンダン」 ウ ィ ン ドウ

テス ト される各項目の横に、 合格 （緑色の○） または不合格 （赤色の×） の記号が項目
の左側に表示されます。 テス トの詳細は以下の表の通りです。
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診断テス ト を実行するには、 以下の手順を行います ：

1. コマンド  > シンダンノ  ジッコウを順にク リ ッ ク します。 警告メ ッセージですべての

ユーザーの接続が解除されるこ とが示されます。 

2. OK をク リ ッ ク して診断を開始します。

3. すべてのユーザーの接続が解除され、 「シンダン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. 各テス トが終了する と、 成功 （緑色の○） または不成功 （赤色の×） の記号が表示
されます。 最後のテス トの結果が表示された時点でテス トは完了です。

表 3.6: 診断テストの詳細

テスト 説明

ファームウェア CRC メ イン ・ ボード搭載の RAM の状態を報告する。

LAN 接続 LAN 接続の状態を報告する。

オンライン CO ケーブル 現在接続され、 電源が投入されている CO ケーブルの総数を示す

オフライン CO ケーブル
これまでの接続に問題はなかったが、 現在電源が投入されていない CO ケーブ

ルの数を示す

疑問のある CO ケーブル
検出されたが接続に利用できないか、 またはピング ・ テス トの間にパケッ トが

減少したかのいずれかである CO ケーブルの数を示す
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ターゲッ ト ・ デバイスへのブロードキャスト

アナログ ・ ユーザーはスイ ッチ ・ システム内の複数のターゲッ ト ・ デバイスを同時にコ
ン ト ロールするこ とができ、 これによ り、 選択した全ターゲッ ト ・ デバイスが確実に同
一の入力情報を受信できるよ うにな り ます。 また、 「ブロードキャス ト ・ キース ト ローク
のみ」 または 「マウス動作のみ」 の形態で指定するこ とができます。 

• キース ト ロークのブロードキャス ト  － ブロードキャス ト を受信する全ターゲッ ト ・

デバイスのキーボードは、 キース ト ロークを同一のものと して解釈するために同じ
状態に設定されていなければなり ません。 特に、 Caps Lock キーと Num Lock キーの

モードはすべてのキーボードで同じでなければなり ません。 アプライアンスが指定
デバイスにキース ト ロークを同時送信しよ う と している間に一部のターゲッ ト ・ デ
バイスがこれを阻止するこ とがあ り、 このために送信が遅れるこ とがあ り ます。

• マウス動作のブロードキャス ト  － マウスを正確に機能させるには、 すべてのシステ

ムでマウス ・ ド ラ イバー、 デスク ト ップ （同じアイコンの配置など）、 ビデオ解像度
を同一に設定する必要があ り ます。 さ らにマウスの位置は、 すべての画面で正確に
同じ場所でなければなり ません。 これらの条件は達成が非常に困難なため、 マウス
動作を複数のシステムへブロードキャス トする と、 予期しない結果を生じるこ とが
あ り ます。

ARI ポート あた り ターゲッ ト ・ デバイス 1 台で、 同時に 8 台までのターゲッ ト ・ デバイ

スにブロードキャス トするこ とができます。

「ブロードキャス ト 」 ウ ィ ンド ウにアクセスするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッテイ  > ブロードキャス ト を順にク リ ッ ク します。 「ブロードキャス ト 」 ウ ィ ンド

ウが開きます。

ターゲッ ト ・ デバイスにブロードキャス トするには、 以下の手順を行います ：

1. 次の手順のいずれかを実行します ：

• 「ブロードキャス ト 」 ウ ィ ンド ウから、 ブロードキャス ト ・ コマンドを受け取る
ターゲッ ト ・ デバイスのマウスまたはキーボードのチェッ ク ・ ボッ クスをチェ ッ
ク します。

• 上向き矢印または下向き矢印キーを押して、 カーソルをターゲッ ト ・ デバイスま
で移動します。 次に Alt+K キーを押してキーボードチェ ッ ク ・ ボッ クスを

チェ ッ クするか、 Alt+M キーを押してマウスチェ ッ ク ・ ボッ クスをチェッ ク しま

す。 他のターゲッ ト ・ デバイスについても同様の手順を繰り返します。

2. OK をク リ ッ ク して設定内容を保存し、 「セッテイ」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。 X をク

リ ッ クするか Esc キーを押して、 「メ イン」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。

3. コマンドをク リ ッ ク します。 「コマンド」 ウ ィ ンド ウが開きます。
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4. ブロードキャス ト  ユウコウカチェ ッ ク ・ ボッ クスをク リ ッ ク して、 ブロードキャス

ト をアクティブにします。 「ブロードキャス ト有効化確認／拒否」 ウ ィ ンド ウが開き
ます。

5. OK をク リ ッ ク して、 ブロードキャス ト を有効にします。 X をク リ ッ クするか Esc
キーを押してキャンセルし、 「コマンド」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。

6. ブロードキャス トが有効な場合は、 情報の入力またはブロードキャス ト したいマウ
ス動作の実行をユーザー ・ ステーシ ョ ンから行います。 リ ス トに表示されている
ターゲッ ト ・ デバイスのみにアクセスが可能です。 ブロードキャス ト ・ モードがオ
ンになっている間は、 他のユーザーは操作ができな くな り ます。

ブロードキャス ト をオフにするには、 「コマンド」 ウ ィ ンド ウで、 ブロードキャス ト  ユ
ウコウカチェッ ク ・ ボッ クスのチェッ クを外します。

接続モードの設定

ユーザーと ターゲッ ト ・ デバイス間の接続は、 他に対してプリエンプティブまたはコー
ポレーティブにするこ とができます。 

ユーザーと ターゲッ ト ・ デバイスの間のプリエンプティブ接続では、 他のユーザーが同
じターゲッ ト ・ デバイスを選ぶと、 警告なしで接続解除になり ます。

コーポレーティブ接続では、 ユーザーは、 他のユーザーが同じターゲッ ト ・ デバイスを
選択した場合に、 ターゲッ ト ・ デバイスへの接続を維持するこ とができます。 このモー
ドで、 キ ョ ウユウ  ユウコウカが選択されている場合には 2 人のユーザーが同時にター

ゲッ ト ・ デバイスに接続するこ とができます。 2 番目のユーザーがターゲッ ト ・ デバイ

スに接続したと きには、 最初のユーザーがそのままターゲッ ト ・ デバイスに対するキー
ボード とマウスの制御権を保持します。 最初のユーザーがターゲッ ト ・ デバイスに対す
るキーボーとマウスの入力を止める と、 アプライアンスはタイムアウ ト （ビ ョ ウ）
フ ィールドで指定されて秒数だけ待機した後に、 キーボート とマウスの制御権を 2 番目

のユーザーに移します。

接続モードを選択するには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. セッテイ > スイ ッチを順にク リ ッ ク します。

3. プリエンプティブまたはコーポレーティブを選択します。 コーポレーティブを選択
する と、 キ ョ ウユウ  ユウコウカを選択して、 同一のターゲッ ト ・ デバイスに対して

両方のユーザーが制御権を持てるよ うにできます。 タイムアウ ト （ビ ョ ウ） フ ィー
ルドに、 2 番目のユーザーが入力できるよ うになるまで、 最初に接続したユーザーか

らの入力をアプライアンスに待機させる秒数を入力します。

4. OK をク リ ッ ク して設定内容を保存します。
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図 3.15: 「スイッチ」 ウインドウ
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章

4
 コンピューターの端末操作
Console メニュー

アプライアンスの後部の設定ポート を使用してアクセスした Console メニュー ・ イン

ターフェイスを使用し、 各アプライアンスをアプライアンス ・ レベルで設定するこ とが
できます。 すべての端末コマンドは、 端末または端末エ ミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェア
を実行しているコンピューターを介してアクセスされます。

ネッ トワークのコンフ ィギュレーシ ョ ン設定

Console メニューを使用してネッ ト ワークのコンフ ィギュレーシ ョ ン設定を行うには以下

の手順を実行します。

1. スイ ッチをオンにする と、 アプライアンスで約 1 分間初期化が行われます。 初期化

が完了した後に、 端末すなわち端末エミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアを実行してい
るコンピューター上で任意のキー押して Console メニュー ・ インターフェイスにアク

セスします。 この端末は、 アプライアンスが既にオンになっている と きも含めてい
つでも接続するこ とが可能です。

2. Console の 「メ イン」 メニューが現れます。 1 を入力して Enter キーを押し

Network Configuration （ネッ ト ワーク ・ コンフ ィギュレーシ ョ ン） を選択します。

「Network Configuration」 メニューが開きます。

図 4.1: ネッ トワーク ・ コンフ ィギュレーシ ョ ン ・ メニュー



44        Global Console Manager インスレーシ ョ ン／ユーザーガイ ド
3. 1 を入力し Enter キーを押してネッ ト ワーク速度を設定します。 オート ・ ネゴシエー

ト機能を使わずに手動で接続設定を行ってください。 Enter キーを押した後に

「Network Configuration」 メニューに戻り ます。

4. 2 を入力しを選択し、 Enter を押して、 静的アドレスまたは Dynamic Host 
Configuration Protocol （DHCP） アド レスのいずれを使用しているかを指定します。

静的 IP アドレスを使用して、 ユーザー指定の IP アドレス、 ネッ トマスク、 デフォル

ト ・ ゲート ウェイをアプライアンスに設定するこ とができます。 設定を容易に行う
ために、 静的 IP アドレスを使用して ください。 DHCP は、 TCP/IP が有効になってい

るコンピューターのコンフ ィギュレーシ ョ ンを自動的に行うプロ ト コールです。
DHCP が選択されている と、 IP アドレス、 ネッ ト マスク、 デフォルト ・ ゲート ウェ

イ設定が自動的にアプライアンスに割り当てられ、 ユーザーは変更できなくな り ま
す。 DHCP オプシ ョ ンを使用している場合は、 DHCP ターゲッ ト ・ デバイスを設定

してアプライアンスに対する IP アド レスを指定し、 手順 5 をスキップします。

5. 「Network Configuration」 メニューから残りのオプシ ョ ンを選択して、 IP アドレス、

ネッ トマスク、 デフォル ト ・ ゲート ウェイ、 ピング応答を使用してアプライアンス
の設定を終了します。 

6. 0 （ゼロ） を入力し Enter キーを押して Console の 「メ イン」 メニューに戻り ます。

続いてアプライアンスは再起動されます。

Console の 「メイン」 メニューのその他のオプシ ョ ン

「Network Configuration」 オプシ ョ ン以外に、 アプライアンスの Console 「メ イン」 メ

ニューには以下の項目があ り ます ： Security Configuration （セキュ リ ティのコンフ ィギュ

レーシ ョ ン）、 Firmware Management （ファームウェアの管理）、 Enable Debug Messages
（デバッグ メ ッセージを有効にする）、 Restore Factory Defaults （工場デフォルト設定の復

元）、 Reset Appliance （アプライアンスの リセッ ト ）、 および Exit （終了） です。 以下のセ

クシ ョ ンでそれぞれについて説明を加えます。

Security Configuration

コンソール ・ パスワード : コンソール用のセキュ リ ティ を使用してコンソール ・ パス

ワードを有効／無効にします （Admin アカウン トでのアクセスが必要です）。 

パスワードを忘れた場合は、 「Help」 と タ イプして ください。 テクニカル ・ サポートへ送

付される単回使用のキーが与えられ、 その後でテクニカル ・ サポート よ りシ リ アル ・
ポートへアクセスするのに使用できる一回のみ使用のユーザー ・ パスワードが提供され
ます。

Firmware Management

このメニュー ・ オプシ ョ ンには、 FLASH Download （FLASH ダウンロード） が含まれて

います。 詳細については、 「付録 A」 （47 ページ） を参照して ください。
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Enable Debug Messages

このメニュー ・ オプシ ョ ンで、 コンソール ・ ステータス ・ メ ッセージをオンにできます。
この操作を行う と性能が大幅に低減するこ とがあるため、 テクニカル ・ サポートからの
指示を受けた場合にのみデバッグ ・ メ ッセージを有効にして ください。 メ ッセージの閲
覧が終了したら、 任意のキーを押してこのモードを終了します。

Restore Factory Defaults

このメニュー ・ オプシ ョ ンでは、 アプライアンスのすべてのオプシ ョ ンをデフォルト設
定に復元できます。

Reset Appliance

このメニュー ・ オプシ ョ ンではアプライアンスのソフ ト ・ リ セッ ト を実行できます。

Exit

このメニューを選択する と、 入力待機のプロンプ トに戻り ます。
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付録 A ： フラ ッシュ ・ アップグレード

LCM2 アプライアンスのアップグレード

LCM2 アプライアンスのファームウェアを利用可能な最新バージ ョ ンに更新するには、

アプライアンスの FLASH アップグレード機能を使用します。

アップグレードに必要なアイテム ：

• 端末プログラム稼動のターゲッ ト ・ デバイス

• ターゲッ ト ・ デバイスで利用できるシ リ アル ・ ポート （COM ポート ）

• アプライアンスと ターゲッ ト ・ デバイスを接続するシリ アル・ ケーブル 

• ファームウェア ・ アップデート

新しいフラ ッシュ ・ ファ イルをアップロードするには、 以下の手順を行います ：

1. http://www.ibm.com/pc/support のサイ トにアクセスし、 最新版のフラ ッシュ ・ ファー

ムウェアをダウンロード します。 フラ ッシュ ・ アップグレード ・ ファ イルを TFTP
ターゲッ ト ・ デバイス上の適切なディ レク ト リに保存します。

2. 付属のス ト レート ・ シ リ アル ・ ケーブルを使用して、 端末エミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ
ト ウェア稼動のコンピューターをアプライアンスの背面パネルの設定ポートに接続
します。 この端末は、 9600bps、 8 ビッ ト 、 1 ス ト ップ ・ ビッ ト 、 パ リ ティなし、 フ

ロー ・ コン ト ロールなしに設定して ください。 

3. アプライアンスの電源がオンになっていない場合は、 こ こでオンにします。 約 1 分

後に、 任意のキーを押して Console の 「メ イン」 メニューにアクセスします。

4. Console の 「メ イン」 メニューが現れます。 Firmware Management （フ ァームウェア

の管理） オプシ ョ ンを選択します。 「ファームウェアの管理」 メニューに、 ファーム
ウェアの現在のバージ ョ ンが開きます。

5. 1 を入力して Enter キーを押し、 FLASH Download （FLASH ダウンロード） を選択し

ます。

6. TFTP ターゲッ ト ・ デバイスの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。

7. フラ ッシュ ・ ファ イル名を入力し、 Enter キーを押します。

8. [ はい ] を選択するか [y] を入力して TFTP のダウンロードを承認して、 Enter キーを

押します。

9. ダウンロード したファ イルが有効であるかがアプライアンスによって確認されます。
次に、 アップグレードの確認を求める メ ッセージが表示されます。 [ はい ] または

[y] を入力し、 Enter キーを押して確定します。

http://www.ibm.com/support
http://www.ibm.com/support
http://www.ibm.com/support


48        Local Console Manager インスレーシ ョ ン／ユーザーガイ ド
10. アプライアンスでフラ ッシュ ・ アップグレードのプロセスが開始します。 画面上の
インジケーターがアップグレードの進行状態を表示します。 アップロードが完了す
る と、 アプライアンスは内部のサブシステムを リセッ ト し、 アップグレード します。

11. アップグレードが完了する と確認のメ ッセージが表示されます。

CO ケーブル ・ ファームウェアのアップグレード

CO ケーブルは個別にまたは同時にアップグレードできます。

複数の CO ケーブルを同時にアップグレードするには、 以下の手順を行います ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. コマンド >CO ステータスをク リ ッ ク します。 「CO ノセンタ ク」 ウ ィ ンド ウが開き

ます。

図 A.1: 「CO ステータス」 ウィ ン ドウ

3. アップグレードするモジュールの 1 つまたは複数のタイプをク リ ッ ク します。

アップグレードをク リ ッ ク します。

4. 「CO アップグレード」 ウ ィ ンド ウが開きます。 OK をク リ ッ ク してアップグレード

を開始し、 「CO ステータス」 ウ ィ ンド ウに戻り ます。

CO ケーブルのファームウェアを個別にアップグレードするには、 以下の手順を行い

ます ：

1. Print Screen キーを押します。 「メ イン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

2. コマンド > バージ ョ ンノ  ヒ ョ ウジを順にク リ ッ ク します。 「バージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウ

が開きます。
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図 1.1: 「バージ ョ ン」 ウィ ン ドウ

3. 各 CO ケーブルのバージ ョ ン情報を表示するには、 CO をク リ ッ ク します。 「CO ノセ

ンタ ク」 ウ ィ ンド ウが開きます。

4. アップグレードする CO ケーブルを選択して、 バージ ョ ンボタンをク リ ッ ク します。

「CO バージ ョ ン」 ウ ィ ンド ウが開きます。

5. ファームウェアノ  ロードボタンをク リ ッ ク します。 「CO ノ  ロード」 ウ ィ ンド ウが開

きます。

6. OK をク リ ッ ク してアップグレードを開始し、 「CO ステータス」 ウ ィ ンド ウに戻り

ます。

注 : アップグレード中は、 「メ イン」 ウ ィ ン ドウの CO ケーブル ・ ステータス ・ インジケーターは黄色表示にな

ります。 アップグレードの進行中は CO ケーブルは使用できな く なります。 アップグレードが開始すると、 CO
ケーブルを介したターゲッ ト ・ デバイスに対する現在の接続は終了します。

損傷したファームウェアの修復

稀にですがファームウェアのアップグレードの後にファームウェアが損傷するこ とがあ
り ます （これは、 アップグレードのプロセス中にアプライアンスのスイ ッチの入／切が
行われた場合に起こるこ とがあ り ます）。 この場合、 アプライアンスはブート ・ モードの
まま とな り ます。 このモードでは、 背面パネルの電源 LED が約 1 Hz で点滅し、 アプラ

イアンスは以下のデフォルト設定を使用して TFTP にファームウェアを復元しよ う と し

ます。

• TFTP ク ラ イアン ト IP アドレス 10.0.0.2

• TFTP ターゲッ ト ・ デバイス IP アドレス 10.0.0.3

• CMN-XXXX.fl と同等のアップグレード ・ ファ イル名、 こ こで XXXX は、 アプライ

アンスのエージェンシー ・ ラベルに印刷されている 4 桁のコンプライアンス ・ モデ

ル番号 （CMN）
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損傷したファームウェアの修復は以下の手順で行います ：

1. アプライアンスを TFTP ターゲッ ト ・ デバイスに （交差ケーブルまたはハブを使用

して） 接続し、 デフォルトの IP アド レス （10.0.0.3） で設定します。 

2. アップグレード ・ ファ イルをデフォルトのファ イル名 （CMN-XXXX.fl） に変更し

ます。 

アプライアンスがアップグレード ・ ファ イルをダウンロード している と きは電源 LED が

約 2 Hz で点滅し、 ダウンロード したファ イルをフラ ッシュ用にプログラムしている と き

は約 4 Hz で点滅します。 ファームウェアを正し く復元した後、 アプライアンスは自動的

に再起動し、 電源 LED は点灯状態になり ます。
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付録 B ： バーチャル ・ メディア

バーチャル ・ メディアと USB 2.0 の制約

LCM2 アプライアンスのバーチャル ・ メディア機能によ り、 接続されているコンピュー

ターの USB ポートへの接続が可能になり ます。 この機能を使用するこ とによ り、 アプラ

イアンスの場所にいるまたはリモート ・ ソフ ト ウェアを使用しているユーザーは、 接続
されているコンピューターから USB の CD ド ラ イブ、 ディ スク ・ ド ラ イブまたはフラ ッ

シュ ・ ド ラ イブなどのローカルの USB 記憶装置にアクセスするこ とができます。

バーチャル・ メ ディ ア・ コンバーショ ン・ オプショ ン（ VCO） ケーブルは、 キーボード 、

マウス、 CD ド ラ イブ、 大容量記憶装置の 4 つの機能にアド レスする複合デバイスです。

CD ド ラ イブと 大容量記憶装置が、 バーチャル・ メ ディ ア・ セッ ショ ンがマッ プされてい

るかどう かに関係なく 、 ターゲッ ト ・ デバイスに表示されます。 メ ディ ア・ デバイスが
マッ プされていない場合は、 メ ディ アなしの状態で表示されます。 バーチャル・ メ ディ
アがターゲッ ト ・ デバイスにマッ プされていると 、 ターゲッ ト ・ デバイスで、 メ ディ ア
が挿入されたこ と が通知されます。 メ ディ ア・ デバイスのマッ プが解除されると 、 ター
ゲッ ト ・ デバイスで、 メ ディ アが取り はずされたこ と が通知さ れます。 このため、 USB
バーチャル・ デバイスは、 ターゲッ ト ・ デバイスから接続解除にはなり ません。

VCO ケーブルは、 キーボード とマウスを複合 USB 2.0 デバイス と して表示します。 この
ため、 BIOS で複合 USB 2.0 ヒ ューマン ・ インターフェイス ・デバイス （HID） をサポー
ト している必要があ り ます。 接続されたコンピューターの BIOS がこの種のデバイスを
サポート しない場合は、 オペレーティング ・ システムに USB 2.0 デバイス ・ ド ライバー
をロードするまで、 キーボード とマウスが作動しない可能性があ り ます。 この場合は、
USB2.0 接続キーボードおよびマウス用の BIOS サポート を提供する BIOS アップデート
がコンピューター ・ メーカーから提供されている可能性があ り ます。

バーチャル ・ メモリーを使用したコンピューターの起動

多くの場合、 このバーチャル ・ メディアの機能によって、 接続されているコンピュー
ターをアプライアンスの USB ポートに取り付けられているデバイスから起動するこ とが

できます。 USB ポート を有する大部分のコンピューターではバーチャル ・ メディアを使

用できますが、 USB メディア ・ デバイスおよびシステム BIOS の一部に見られる制限に

よ り、 LCM2 アプライアンスに取り付けられている USB デバイスからコンピューターを

起動するこ とができない場合があ り ます。

バーチャル USB デバイスからの起動は、 ターゲッ ト ・ デバイスが外付けの複合 USB デ

バイスからの起動をサポートするかど うかによって決ま り ます。 また、 外付け USB2.0
による起動をサポートするオペレーティング ・ システムの CD が必要にな り ます。 以下

は、 外付け USB2.0 デバイスによる起動をサポートするオペレーティング ・ システムの

一覧の一部です ：

• Windows Server 2003

• Windows XP

• Windows 2000 Server、 Server Service Pack （SP4） インス トールまたは以降
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使用コンピューターでバーチャル ・ メディアから起動ができるかど うかを判定するには、
以下の手順に従ってください。

1. 起動可能な状態になっているオペレーティング ・ システムのインス トール CD を入

れた USB CD ド ラ イブを LCM2 アプライアンスに接続して、 それをターゲッ ト ・ デ

バイスにマップします。 ターゲッ ト ・ デバイスを再起動して、 取り付けた CD ド ラ

イブから起動するかど うか判定します。 外付け USB デバイスから起動するには

BIOS を設定する必要がある場合があ り ます。

2. ターゲッ ト ・ デバイスが起動しない場合は、 ターゲッ ト ・ デバイスの USB ポートに

USB CD ド ラ イブを接続して、 ターゲッ ト ・ デバイスを再起動します。 ターゲッ ト ・

デバイスが CD ド ラ イブから正常に起動する場合は、 その BIOS は複合 USB 2.0 デバ

イスからの起動をサポート していません。 ターゲッ ト ・ デバイスのメーカーのサ
ポート Web サイ ト を閲覧して、 複合 USB 2.0 デバイスからの起動をサポートする最

新版の BIOS が利用できるかど うか判断して ください。 可能な場合は、 BIOS を更新

し、 手順をも う一度行ってください。

3. ターゲッ ト ・ デバイスが外付け USB 2.0 デバイスから起動できない場合は、 以下の

方法を使用してそのターゲッ ト ・ デバイスを リモートで起動してみてください。

• BIOS バージ ョ ンの一部では、 USB 速度を制限するオプシ ョ ンが提供されていま

す。 このオプシ ョ ンが利用可能な場合は、 USB ポートの設定を 「USB 1.1」 また

は 「Full Speed」 モードに変更しても う一度起動してみてください。

• USB 1.1 カードを挿入しても う一度起動してみてください。

• USB 1.1 ハブを VCO ケーブルと ターゲッ ト ・ デバイスの間に挿入しても う一度

起動してみてください。

• 複合 USB 2.0 デバイスからの起動をサポートする BIOS バージ ョ ンを現在利用で

きるかまたは更新の予定があるかど うかの情報をターゲッ ト ・ デバイスのメー
カーに問い合せてください。

バーチャル ・ メディアの制約について

次の一覧にバーチャル ・ メディアの使用に関する制約を明記してあ り ます。

• LCM2 バーチャル ・ メディア ・ アプラアンスでは、 USB 2.0 ディ スク ・ ド ラ イブ、 フ

ラ ッシュ ・ ド ライブ、 CD ド ラ イブの接続のみがサポート されます。

• VCS では、 ク ラ イアン ト ・ コンピューターに接続された USB 2.0 と USB 1.1 のディ

スク ・ ド ラ イブとフラ ッシュ ・ ド ライブのマッピングのみがサポート されます。
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付録 C ： UTP ケーブル配線

以下の情報は、 接続媒体の種々の特徴を概説したものです。 スイ ッチ ・ システムの性能
は、 高品質の接続が得られるかど うかに依存します。 品質の低いケーブル、 設置や保守
に問題のあるケーブルは、 システムの性能を損な う結果となる場合があ り ます。 この付
録内の情報は、 参照用のみとなっています。 当地の法規当局やケーブル関連の専門家の
指導を求めてください。

銅製 UTP ケーブル

アプライアンスでサポート されている 3 種類の UTP ケーブルの基本的な定義は下記の通
りです ：

• Cat5 UTP （4 対） 高性能ケーブルはツイス ト ・ ペア電線で構成されており、 主にデー

タ送信に使用されます。 ペア線がよ り合わされているこ とで、 ケーブルは不要な混
信の潜入からある程度免れます。 Cat5 ケーブルは通常、 100 ～ 1000 Mbps の範囲で

作動するネッ ト ワークに使用されます。

• Cat5E （強化） ケーブルの特徴は Cat5 と同様ですが、 製造規格が若干厳しいものに

なっています。 

• Cat6 ケーブルは、 Cat5E ケーブに比べよ り厳しい要件に合わせて製造されます。 Cat6
はよ り高い測定周波数範囲を持ち、 同一周波数においては Cat5E に比べ明らかに分

かる優れた性能要件を示します。

配線規格

8 導線 （4 対） RJ-45 終端処理済み UTP ケーブルには、 EIA/TIA 568A および EIA/TIA 
568B の２種類の推奨配線規格があ り ます。 これらの規格は、 Cat5、 5E、 Cat6 のケーブル
仕様によるインス トールに適用されます。 スイ ッチ ・ システムではこれらの両方の規格
がサポート されています。 詳細については下記の表を参照して ください。

表 C.1 ： UTP 配線規格

ピン EIA/TIA 568A EIA/TIA 568B

1 白／緑 白／オレンジ

2 緑 オレンジ

3 白／オレンジ 白／緑

4 青 青

5 白／青 白／青

6 オレンジ 緑

7 白／茶 白／茶

8 茶 茶
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ケーブルのインス トール、 保守、 および安全情報

以下は、 ケーブルのインス トールや保守を実行する前に目を通しておくべき重要安全情
報です。

• 各 Cat5 ケーブルの最高の長さは 10 m と して ください。

• ペア線は、 必ず終端箇所までツイス ト された （よ り合わされた） 状態を保つか、 ま
たはツイス トになっていない部分が 1.3 cm （半インチ） を超えないよ うにします。

終端処理の際、 外被を 2.5 cm （ １ インチ） 以上剥がさないでください。

• ケーブルを曲げる必要がある場合は、 半径が 2.5 cm( １ インチ ) を超えない範囲で緩

やかに行います。 ケーブルを鋭角に曲げたりねじった りする と、 ケーブル内部に恒
久的な損傷が起こるこ とがあ り ます。

• ケーブルの整理はケーブル ・ タイを用いてきちんと束ねます。 操作の圧力は低～中
程度に保ってください。 ケーブル ・ タイは締め過ぎないでください。

• ケーブルは必要に応じて、 定格のパンチ ・ ブロ ッ ク、 パッチ ・ パネル、 その他のコ
ンポーネン ト を用いて交差接続します。 ケーブルは絶対に繋ぎ合わせた りブ リ ッジ
にした り しないでください。

• Cat5 ケーブルは、 電線、 ト ランス、 電灯などのよ うな EMI 源とな り得る品物からは

できるだけ距離を持たせてください。 ケーブルを電線用導管に結びつけた り電気機
器上に配置したり しないでください。

• インス トール部分は必ずケーブル ・ テスターでテス ト して ください。 「 トーニング」
のみではテス ト と して適切ではあ り ません。

• ジャ ッ クの取り付けは、 接点に埃や他の汚染物質が蓄積しないよ うな形で行ってく
ださい。 ジャ ッ クの接点は、 埋め込み型のプレート上では上向きに、 表面実装型
ボッ クスの場合は左／右／下向きにします。

• ケーブルには常に遊びをもたせ、 天井部分あるいは付近の引込んだ箇所にコイル状
に整然と配置します。 少なく と も、 アウ ト レ ッ ト側では 1.5 m （5 フ ィート ）、 パッ

チ ・ パネル側では 3 m （10 フ ィート ） ケーブルの長さを残しておいてください。

• 作業を開始する前に、 568A と 568B のどちらの配線規格を使用するかを決めておい

てください。 ジャ ッ クおよびパッチ ・ パネルはすべて、 同一の配線方式で配線しま
す。 同一のインス ト レーシ ョ ンに 568A と 568B のワイヤーを混ぜないでください。

• 常に、 地方／国の消防規則および建築条例のすべてに従ってください。 防火壁を通
過するケーブルには必ず火炎止めをして ください。 規定に応じてプレナム ・ ケーブ
ルを使用して ください。
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付録 D ： 技術仕様

表 D.1: 製品仕様

LCM2 アプライアンスの製品仕様

ターゲッ ト ・ デバイス ・ ポート

個数 8

ケーブル ・ タイプ VCO、 KCO および UCO

コネクター RJ-45

同期タイプ 分離水平 ・ 垂直

プラグ ・ アンド ・ プレイ DDC2B

ビデオ解像度 ローカル ・ ポート最大 1280 x 1024 @ 75 Hz

シリアル ・ ポート

個数 1

種類 シリアル RS-232

コネクター DB9 メス

アナログ ・ ポート、 セッ ト数

個数 2

種類 PS/2、 USB、 VGA および ACI

コネクター PS/2 ミニ DIN、 15 ピン D、 RJ-45

 寸法

寸法

（H x W x D）

4.37 cm x 43.18 cm x 20.32 cm ； 1U フォーム ・ ファクター

(1.72 in. x 17.00 in. x 8.00 in.)

重量 2.6 kg （5.75 lbs）、 ケーブルなし

電源装置

熱放散 92 BTU/Hr

気流 8 CFM

電力消費量 12.5 ワッ ト

AC 入力電源 40 ワッ ト、 最大

AC 入力電圧定格 100 ～ 240 VAC 自動検出
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AC 入力電流定格 0.5 A

AC 入力ケーブル 18AWG 三線ケーブル、 電源供給端部に三端子 IEC-320 コンセン ト付き、

電源端部に使用国に対応したコネクター付き

AC 周波数 50 ～ 60 Hz

周囲大気条件定格

温度 0o ～ 50o 摂氏 （32o ～ 122o 華氏） 稼動時

-20o ～ 60o 摂氏 （-4o ～ 140o 華氏） 非稼動時

湿度 20 ～ 80% 結露なし、 稼動時

5 ～ 95% 結露なし、 非稼動時

安全認証、 EMC 認証、 およびマーキング類

UL、 FCC、 cUL、 ICES、 CE、 N、 GS、 IRAM、 GOST、 VCCI、 MIC、 C-Tick

表 D.1: 製品仕様 （続き）

LCM2 アプライアンスの製品仕様
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付録 E ： ヘルプや技術支援を得るには

ヘルプ、 サービスまたは技術支援、 あるいは IBM 製品についての詳細が必要な場合は、
お客様の役に立つ、 広範に利用可能な情報源を IBM で探すこと ができます。 この付録に
は、 IBM および IBM 製品に関する追加情報はどこで得られるか、 eServerTM、
IntelliStation® システムまたはオショ ン・ デバイスで問題が生じた場合の対処の仕方、 さ ら
に必要な場合にサービスを要請するための問い合せ先についての情報が含まれています。

電話でお問い合わせいただ く前に

電話でお問い合わせいただく前に、 問題をご自分で解決していただくための以下の手順
をすべて試したこ とを確認して ください。

• すべてのケーブルを点検して、 接続されているこ とを確認して ください。

• 電源スイ ッチを点検して、 システムとオプシ ョ ン ・ デバイスの電源がオンになって
いるこ とを確認して ください。

• 使用システムのマニュアルに記載されている ト ラブルシューティング情報を使用し、
さ らにシステムに付属の診断ツールを使用して ください。 診断ツールについての情
報は、 使用システムに付属の IBM ドキュ メンテーシ ョ ン CD 収録の 「ハード ウェ

ア ・ メ ンテナンス ・ マニュアル」 と 「 ト ラブルシューティング ・ ガイ ド」 または
「問題判定とサービス ・ ガイ ド」 に含まれています。

注 : IntelliStation の一部のモデルについては、 「ハードウェア ・ メンテナンス ・ マニュアル」 と 「ト ラブル

シューテ ィ ング ・ ガイ ド」 は、 IBM サポート Web サイ トのみで利用できるようになっています。 

• IBM サポート Web サイ ト （http://www.ibm.com/pc/support/） を閲覧して技術情報、 ヒ

ン ト 、 特別情報、 新しいデバイス ・ ド ラ イバーをチェッ クするか、 情報のリ クエス
ト を提出して ください。

IBM がオンライン ・ヘルプまたは IBM 製品に付属のマニュアルで提供する ト ラブル

シューティングの手順に従っていただく こ とで、 外部の支援を求めるこ とな くお客様が
多くの問題を解決するこ とができます。 eServer および IntelliStation システムに付属のマ

ニュアルにも、 お客様が実行できる診断テス トについての説明が記載されています。
eServer と IntelliStation システム、 オペレーティング ・ システム、 プログラムの大部分に

は、 ト ラブルシューティングの手順とエラー ・ メ ッセージとエラー ・ コードの説明を含
むマニュアルが付属されています。 ソフ ト ウェアに問題がある思われる場合は、 オペ
レーティング ・ システムまたはプログラムのマニュアルを参照して ください。

本書の使用方法

IBM eServer または IntelliStation システムおよび前もってインス トールされる場合のソフ

ト ウェアまたはオプシ ョ ンのデバイスに関する情報は、 製品に付属の文書に記載されて
います。 その文書には、 印刷版のマニュアル、 オンライン ・ マニュアル、 Readme ファ イ

ル、 ヘルプ ・ ファ イルが含まれます。 診断プログラムを使用する際の手順説明について
は、 使用システムの文書に含まれる ト ラブルシューティング情報を参照して ください。
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その ト ラブルシシューティング情報または診断プログラムによって、 デバイス ・ ド ラ イ
バーの追加または更新、 あるいは他のソフ ト ウェアが必要である旨が知ら される場合が
あ り ます。 IBM では、 ユーザーが最新の技術情報が得られ、 デバイス ・ ド ラ イバーと

アップデート をダウンロードできるよ うに World Wide Web のページを維持しています。

これらのページにアクセスするには、 http://www.ibm.com/pc/support のサイ トに行き、 指

示に従ってください。 また、 一部のマニュアルは、 IBM Publications Ordering System
（http://www.elink.ibmlink.ibm.com/public/applications/publications/ cgibin/pbi） を通じて入手

可能とな り ます。

Web サイ トからヘルプと情報を得る方法

World Wide Web 上の IBM Web サイ トには、 IBM eServer と IntelliStation システム、 オプ

シ ョ ン ・デバイス、 サービス、 サポートに関する最新の情報が掲載されています。
IBM xSeries および BladeCenter 情報のアドレスは、

http://www.ibm.com/eserver/xseries/ です。 IBM IntelliStation 情報のアドレスは、

http://www.ibm.com/pc/us/intellistation/ です。

IBM システムおよびオプシ ョ ン ・デバイスのサービス情報は、

http://www.ibm.com/pc/support/ で閲覧可能です。

ソフ トウェア ・サービスとサポート

IBM Support Line を通じて、 電話による支援を受けられます （有料）。 これには、 xSeries
シ リース、 BladeCenter 製品、 IntelliStation ワークステーシ ョ ン、 およびアプライアンス

についての使用、 設定、 ソフ ト ウェアの問題が含まれます。 ご使用の国、 地域で
Support Line を通じてのサポートが受けられる製品に関する情報については、

http://www.ibm.com/services/sl/products/ を閲覧して ください。

Support Line とその他の IBM 製品に関する詳細については、 http://www.ibm.com/services
を、 Support Line の電話番号については http://www.ibm.com/planetwide/ をそれぞれ参照し

てください。 米国およびカナダ国内の場合は、 1-800-IBM-SERV （1-800-426-7378） まで

お電話ください。

ハードウェア ・サービスとサポート

IBM Services または、 最寄の IBM 再販業者が保証サービスの提供を認定されている場合

には、 当該再販業者を通じてハードウェアについてのサービスを受けるこ とができます。
サポートの電話番号については、 http://www.ibm.com/planetwide/ を参照して ください。 ま

たは、 米国およびカナダの国内の場合、 1-800-IBM-SERV （1-800-426-7378） までお電話

ください。

米国およびカナダの国内では、 ハード ウェアのサービス とサポートは、 週 7 日 24 時間体

制でご利用いただけます。 英国では、 このサービスは、 月曜～金曜、 午前 9 時から午後

6 時の間でご利用いただけます。
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付録 F ： 注記

この情報は、 米国内で提供される製品とサービスを対象と して作成されたものです。
IBM 社は、 本マニュアルに記載の製品、 サービス、 機能を米国以外の諸国では提供しな
い場合があ り ます。 お住まいの国、 地域で現在利用可能な製品やサービスについては、
お近くの IBM 代理店までお問い合わせください。 IBM 社の製品、 プログラム、 または
サービスについて述べた記載事項はすべて、 必ずし もその言及する IBM 製品、 プログラ
ムやサービスのみが使用可能である と言明するものではなく、 また含蓄するものでもあ
り ません。 機能的に同等な製品、 プログラム、 サービスで IBM の知的所有権を侵害しな
いものを代わりに使用するこ とは可能です。 ただし、 非 IBM 製品、 プログラム、 サービ
スの作動を評価、 確認するこ とはユーザーの責任とな り ます。

IBM は、 本マニュアルの記載事項に関する特許取得済みあるいは特許申請中のアプリ
ケーシ ョ ンを所持している場合があ り ます。 当社が本マニュアルを提供するこ とは、 そ
れらの特許の使用許諾を与えるこ とにとって代わるものではあ り ません。 使用許諾につ
いてのお問い合わせは、 以下まで書面にてお寄せください ：

IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive
Armonk, NY 10504-1785
U.S.A.

INTERNATIONAL BUSINESS MACHINES CORPORATION （ IBM） 社は、 非違反性、 市場
性、 特定用途への適合性に関する黙示保証を含め（ ただし必ずしも これらに限定されず
に）、 明示または黙示のいずれかを問わず、 全ての保証なしで「 現状のまま」 と して本出
版物を提供しています。 国によっては、 特定の取引における明示または黙示の保証の拒
否が認められない場合があり ます。 このため、 この声明は適用されないこ と があり ます。

本情報には、 技術的に不正確な記述または印刷上の間違いが含まれている可能性があ り
ます。 こ こに記載の情報には定期的に変更が加えられます。 それらの変更は、 本出版物
の新版に組み込まれるこ とになっています。 本出版物に記載の製品やプログラムには、
IBM によ り予告なしに改良や変更が加えられる可能性が常にあ り ます。

本情報における IBM 以外のウェブサイ トに関する言及は、 便宜目的のみで行う もので、
いかなる点においても これらのウェブサイ トへの賛同 ・支持を表明するものではあ り ま
せん。 これらのウェブサイ トの資料は本 IBM 製品の資料の一部をなすものではなく、
これらのウェブサイ トの使用に伴う リ スクの責任はユーザー自身が負う ものと します。

IBM は、 ユーザーから提供された情報を、 提供者へのいかなる責務も負う こ とな く、
該当する と信じる任意の方法によ り使用または配布するこ とができます。

版記

© Copyright International Business Machines Corporation 2005. All rights reserved.

U.S. Government Users Restricted Rights - Use, duplication, or disclosure restricted by GSA ADP 
Schedule Contract with IBM Corp.
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商標

以下の語句は、 International Business Machines Corporation 社の、 米国、 それ以外の国ある
いは両方での商標です。

IBM NetBAY

IBM （ロゴ） PS/2

ServerProven eServer

IntelliStation

Intel、 MMX、 および Pentium は、 Intel Corporation 社の、 米国、 それ以外の国あるいは両
方での商標です。

Microsoft、 Windows および Windows NT は、 Microsoft Corporation 社の、 米国、 それ以外
の国あるいは両方での商標です。

UNIX は、 The Open Group 社の米国およびその他諸外国における登録商標です。

Java および Java ベースの商標およびロゴは、 Sun Microsystems, Inc. 社の、 米国、 それ以
外の国あるいは両方での商標です。

Adaptec および HostRAID は、 Adaptec, Inc. 社の、 米国、 それ以外の国あるいは両方での
商標です。

Linux は、 Linus Torvalds 社の米国、 それ以外の国あるいは両方での商標です。

Red Hat、 Red Hat の 「Shadow Man」 ロゴ、 および Red Hat ベースの商標およびロゴは、
Red Hat, Inc. 社の、 米国およびそれ以外の国の商標または登録商標です。

これ以外の会社、 製品、 またはサービス名は、 上記以外の会社の商標またはサービス
マークである可能性があ り ます。

重要事項

IBM 社は、 ServerProven であるが IBM 社のものではない製品、 サービスに関しては、 そ
の代理または保証を行わないものと します。 これには、 特定目的を対象とする市場性お
よび適合性に関するいかなる暗示の保証を含むが、 これらに限定されるものではあ り ま
せん。 これらの製品はサード ・ パーティーによってのみ提供、 保証されるものです。

IBM は、 非 IBM 製品に関しては、 代理および保証をいたしません。 非 IBM 製品に対す
るサポート （利用できる場合） は、 サードパーティーから提供されるもので、 IBM 社か
らではあ り ません。

一部のソフ ト ウェアは、 小売版製品 （市販されている場合） と異な り、 ユーザーマニュ
アルまたはプログラムの全機能が含まれていない場合があ り ます。
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製品リサイクルおよび廃棄

本製品は適用できる地方または国の規則に則って リサイ クルまたは廃棄されなければな
りせん。 IBM では、 情報技術 （IT） 機器の所有者が必要がなくなったと きに責任を持っ
て自分の機器を リサイ クルするこ とを奨励します。 IBM では機器の所有者を IT 製品のリ
サイ クルにおいて支援するために様々な製品返却プログラムとサービスを数カ国で提供
しています。 IBM 製品リサイクルに関する提供についての情報は、 IBM のインターネッ
ト ・ サイ ト （http://www.ibm.com/ibm/environment/products/prp.shtml） で閲覧できます。

Notice:This mark applies only to countries within the European Union (EU) and Norway.

This appliance is labeled in accordance with European Directive 2002/96/EC concerning waste 
electrical and electronic equipment (WEEE).The Directive determines the framework for the return 
and recycling of used appliances as applicable throughout the European Union.This label is applied 
to various products to indicate that the product is not to be thrown away, but rather reclaimed upon 
end of life per this Directive.

Remarque : Cette marque s’applique uniquement aux pays de l’Union Européenne et à la Norvège.

L’etiquette du système respecte la Directive européenne 2002/96/EC en matière de Déchets des 
Equipements Electriques et Electroniques (DEEE), qui détermine les dispositions de retour et de 
recyclage applicables aux systèmes utilisés à travers l’Union européenne. Conformément à la 
directive, ladite étiquette précise que le produit sur lequel elle est apposée ne doit pas être jeté mais 
être récupéré en fin de vie.

電子放出に関する特記事項

米連邦通信委員会 （FCC） 声明

注： 本装置は、 テスト の上 FCC 規則の 15 部に準拠するク ラス A のデジタル・ デバイスの
限度に適合しているこ と が明らかにされています。 この限度は、 当該装置を業務用環境下
で作動させる際に、 有害な干渉を妥当な範囲で防止するために設定されています。 当該装
置は、 無線周波（ RF） エネルギーを生成、 使用します。 また放射する可能性もあり 、 マ
ニュアルに準拠して取り 付けや操作を行わない場合、 無線通信に有害な干渉を生じる可能
性があり ます。 本装置を家庭環境で使用すると 電波妨害を引き起こすこ と があり ます。 こ
の場合には、 ユーザーが自費で適切な対策を講ずるよう 要求されるこ と があり ます。
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FCC 放出限度の要件を満たすためには、 適切に遮蔽、 接地されたケーブルおよびコネク
ターを使用する必要があり ます。 IBM 社は、 ユーザーが指定ケーブル、 指定コネク ター以
外を使用したり 、 あるいは本装置に認められていない変更および改造を行ったこ と によっ
て生じるラジオおよびテレビ干渉に対する責任は一切負いません。 認められていない変更
および改造を行う と 、 装置を操作するユーザーの権限が無効になる可能性があり ます。

本デバイスは FCC 規則の Part 15 に準拠しています。 作動は、 以下の２つの条件の下で
行われるものと します ： （ １ ） 本装置は、 有害な干渉を生じる原因とはならない可能性が
ある。 （２ ） 本装置は、 不要な作動を生じる可能性がある干渉を含め、 受信した干渉はす
べて受容しなければならない。

カナダ、 クラス A 放出準拠に関する声明

ク ラス A の本デジタル器具は、 カナダ ICES-003 に準拠しています。

Avis de conformité à la réglementation d'Industrie Canada

Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

オースト ラリアおよびニュージーランドのクラス A 声明

注意 ： 本製品は、 ク ラス A 製品です。 家庭環境において、 本製品は、 ユーザーが適切な
対策を講じる必要がある無線干渉を生じる可能性があ り ます。

英国通信安全要件

使用者への通告

本器具は、 英国内における公共通信システムに間接的に接続するこ とが、 承認番号 NS/
G/1234/J/100003 の下で承認されています。

欧州連合 EMC 指令適合に関する声明

本製品は、 電磁互換性に関係する加盟国の法律をまとめた形の EU 議会指令 89/336/EEC
の保護条件に準拠しています。 IBM 社は、 非 IBM 社製オプシ ョ ン ・ カードの装着を含
め、 製品へ推奨されていない改造を加えるこ とによって保護条件を満足させるこ とがで
きない事例が発生した場合、 それに対しては一切の責任を負いません。

本製品は、 テス トの結果、 CISPR 22/ 欧州規格 EN 55022 に従った情報技術機器のクラス
A の制限に合致しているこ とが証明されています。 ク ラス A の機器に対するこの制限
は、 認定されている通信機器との干渉に対して妥当な保護を提供するため、 商用および
産業用の環境から設けられています。

注意 ： 本製品は、 ク ラス A 製品です。 家庭環境において、 本製品は、 ユーザーが適切な
対策を講じる必要がある無線干渉を生じる可能性があ り ます。
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台湾クラス A 警告声明

中国クラス A 警告声明

日本の情報処理装置等電磁障害自主規制評議会 （VCCI） 声明
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